
第五章､ 『奥の細道』と『アレ･ヤヤワル･ラヘガ･ヤード』の比較

芭蕉の『奥の細道』とアッギェ-エの『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード(この旅人､記

憶に残るだろう)』という題名で書かれた紀行文では､歴史の回顧や､人々の生活との触れ

合いが､印象的な名文で記されている｡

アッギェ-エは1943年から1946年まで軍属として活動し､国境の近くに住んでいた民

衆のために働いた｡本作は､各地の折衝に当たっていた時期に執筆したものである｡

そのなかでアッギェ-エは､インドの東地方(アッサム州)から北西地方(現パキスタン

にあるカイパル･パクトウンクワ州)を中心とした任務の中で訪れた地方の､忘れられてい

た過去の伝統や歴史などを再発見し､現代の人々に今の時代と過去の時代に思いを馳せさ

せようとした｡本作品はインドの北方にある自然や人々や伝統､忘れられていた歴史などを､

旅先で詠んだ詩と散文を織り交ぜて措いた紀行文である

『奥の細道』は松尾芭蕉が元禄二年(1689年) 3月下旬､曾良を伴って江戸から出発した､

日本の東北での旅を中心に書いたものである｡この紀行では人々が忘れ去っていた､かつて

繁栄していた歴史､伝統的な事物､人々と出会いなどを括いたりして､当代と過ぎ去った過

去の時代を繋げた｡そして､歌枕を訪れ､芸術性に富む俳句を詠んで江戸文学を代表する作

品を作り上げた｡

芭蕉の旅は歌枕の巡回を中心としたものであり､一方､アッギェ-エの旅は､軍属として

各地の状況を調査するための旅であった｡しかし両者の旅の目的はそれぞれ異なっていて

も､旅の心構えは一致している.その心は両作品の冒頭に措かれている0両者は困難な旅に

出て､再び戻ってこられるかどうかも解らなかったが､旅は人生そのものであり､止まるこ

とは死のごとしという想いを持っていた｡そして､両者は旅の途中出合った伝統､歴史､風

景､人々などを題材にして詩も詠み､詩人の魂を表出させた｡

本章では､両者の紀行文に措写された事物の中から､類似点や相違点として七つの観点､

すなわち(-)過去の著名な歌人(二)著名な遣蹟や遺構(≡)各地の風俗(名所､花など)

(四)歌枕(五)詠んだ俳句･詩(六)人々との繋がり(俳人たち･その他の人 )々 (七)

節-の想いに焦点を当てて比較し､論じていきたい｡

第一節､過去の著名な歌人

アッギェ-エは旅の途中で様々なところを訪れた｡それは歴史的な場所､文学的な功績

のある人物と関わりのある場所､様々な美しい風景の場所などであるが､当節では､文学

的な功績のある人物を取り上げるものとするo

旅の第-行程で､アッギェ-エはア-グラに辿り着いたo　そして､この近くにある詩人

のナジル･アカバルアバディ(1735年～1830年)の墓を参拝した｡ナジルはフアダル･

オフ･ナザム(意訳:詩の父)とも呼ばれていた詩人であった｡彼が詠んだ詩の数は20

万にものぼり､その中でよく知られている詩集には『バンジャラナマ､ (旅人の紀行)』､
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『アドミ･ナマ(人間の紀行)』などがある｡祭事にまつわるものから日用品を謳ったも

のまで様々な題材の詩がある｡生前は常に大勢の人に囲まれていたが､詩人ナジルの墓は

寂れたものとなっていた｡アッギェ-エはナジルの時代を回顧して､詩人の人気の移ろい

やすさを嘆いて次のように表現している｡

(ヒンディ一語)

甲津南すす繭耶由身7r町｢示宿命丙后を筒邦訳オ師岡前面甲｢
3TT乾珂耶舌青野命377TF dT7T 3着ホ軒一軒市弔詞せ緬前号甲丁泰aT*町

有市訂37TW司青身衛柿南東前句尊者3Jq*繭牽坤商軒
aTa軌政市司亨済南野卑を甲板南面TrF師甲南研き&/

a

`凍可阿何て757TT qTTすす34

(釈)

聞くところによると､詩人はタ-ジ･ガンジュから生徒たちを教えるのにマドラサ43へ

の通勤の途中で人々に呼び止められ､詩を詠むようにせがまれた｡大勢の人に応えている

ものだから､ナジール･ミヤーンはマドラスに着く頃には日が暮れてしまう｡そして､そ

の日の授業は休みということになり､また帰る時も何人かに呼び止められたりして､家に

着くのは夜になってしまう｡　　　　『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ34

更に､ナジルの時代の民衆が詩に対する親しみの感情を持っていたことにアッギェ-エ

は非常に感動し､次の言葉でナジルの時代の様子と現代の様子を比較して語っているo

(ヒンディ一語)

マ市野街2Tr,すす軸研市阿南市東市TrF可亭済南添田｢ぎ政市野市筒辞

令耶軒耐軸打者触aT諦軌…......…田舟市待打郁舟碕て乱緬打

軒町軒ぎ;辞す有罪可市有碕aT辞す河や有Ji芯1叫命何軒｢紬｢東南歯命荊軒

女帝珂印すqT相可諦賢司面音で弔甲甘和布37両由布博命荊軒音3有岡可

博 司 訂 凱 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　37t 可 同 何 て757TT 可 有 年 訂35

(釈)

ナジルの時代の詩は､人々の興味を引き起こし､直接人々の感情に訴えていた｡けれども､

私のような現代の詩人の詩は直接感情に訴えることではなく教養のための書物として読ま

れるばかりである｡更に､前の時代のように心から心に伝わるのではなくて､頭から出た詩

は教養のための書物という形になり､それから書物を通して人々は自分の教養として理解

す る｡ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 『 ア レ･ ヤ ヤ ワ ル･ ラ- ガ･ ヤ ー ド 』､ ペ ー ジ35

上記の文章では､アッギェ-エは詩人のナジルの人気を語ると同時に､ナジルの詩が人々

に受け入れられていたことを語っている｡そしてナジル時代の詩の価値とアッギェ-エ時

代の詩の価値が大きく変ってしまったことを実感しているのだった｡ナジル時代の詩人の

言葉は直接人々の心まで届いていたというoけれども､現代の詩は教養の書物として扱われ

43イスラム世界における学院
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るばかりで､本来的な響きがなくなってしまった｡人々も詩をただの書物だと認識し､社会

の本質を抽出するような価値のある文章だとして受け入れる態度を失ってしまったようで

あると､アッギェ-エは嘆いている｡

その後､アッギェ-エは､ナジルの墓所から同じ地域に流れているヤムナ川のほとりの方

に進んだ｡そこには､盲目詩人であるスルダース(1478年～1581年)が住んでいたという

記念の庵が建っていたoスルダースは庶民の詩人であって､数万以上の詩を詠んだのであっ

た｡スルダースが詠んだ詩の一部は『スルサーガル､旋律の海』という長詩集として集成さ

れている｡アッギェ-エは盲目詩人のスルダースの庵を訪問し､旅を先に続けた｡

さらにアッギェ-エの旅は､第二行程の初めの北インドのカシミール州に到達した｡ここ

には中世期のムガル時代の女性詩人にして女王であるザェブン･ニシャ44(1638年～1702年)

のパリ･マハル(釈:妖精城)と呼ばれる城があった｡かつては城内に小川の流れる美しい

城であったが､現代では寂れてしまっている｡アッギェ-エはその没落した城を見て心を痛

め､ザェブン･ニシャが詠んだ詩を次のように引用している｡

(ヒンディ一語)

両7TT和すせ命訂昧榊司耶T　肇柑筒而iTTqlqrTr帝打珂卦gTT南!

弼 珂 碑 転Gi~ 画 　 　 　 板 一 両 訳｢ 珂 市 町 商 流 軸 和 す!
部 面 軸 珂 申f57TT 叩R 言｢ 軸｢ 　 　 軸F-TT-7T7T 377TT 3Tr 可 す 耶｢ 37TW 和 す!

"37t 可 阿 同 て757Tr qTT す す84

(釈)

私に仲間がいなかったとしても､私の心は傷っかない｡

樫の中の仲間はその壁以外に誰もいない｡

愛の痛みの楽しさを痛みの分からない人に聞くことはなく

健康の価値が分からないような人には､病気がないのと同じようにa

私達は痛みによって生まれ､

心から血がしたたるような苦しみの中で育てられたのだからo

山のような痛みが来たとしても､恐れることはないでしょう｡

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ84

このように､ナジル､スルダース､ザェプン･ニシャらは生前の栄華にも関わらず､その

死後には寂れた墓や荒れた城が残されているばかりである｡こうした高名な学者や詩人が

今では忘れられて､人気のない墓の下で眠っていることに､アッギェ-エは深い感慨を覚え

たのであった｡

他方､ 『奥の細道』では､俳人である松尾芭蕉も詩人の跡を訪ね､さまざまな記録を残し

44ザェブン･ニシャはムガル帝国の第6皇帝であるアウラングゼ-ブの長女であり､マタフイ(釈:隠し)と

いう詩号で詩を執筆していた｡人生の最後は､幽閉されて過ごした｡
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ている｡

芭蕉は東北の旅で飯塚に立ち寄った次の日､鐙摺や白石を通り､笠島に入った｡芭蕉はこ

こで藤原実方の塚を訪れることを思い立ち､ 『奥の細道』で次の文を記した｡

<原文> ｢藤中将実方の塚はいづくのほどならん｣と人にと-ば､ ｢これより遥か右に見

ゆる山際の里を､蓑輪･笠島といい(中略)｣と教ふo

( ｢笠島｣ 『奥の細道』角川文庫)

藤原実方は､平安時代中期の貴族･歌人であり､貴公子であった｡藤原道綱45や道信46など

との親交や､清少納言など多くの女性たちとの交際が伝えられ､宮廷生活の交友歌や恋歌､

贈答歌を数多く残している｡藤原実方は『源氏物語』の主人公･光源氏のモデルであるとい

う説もある47｡

長徳元年(995年)正月､実方は､一条天皇48から陸奥守に命ぜられ､この地に赴任したo

長徳四年(998年)一二月､実方が馬に乗って道祖神の前を通ろうとしたとき､地元の人が実

方に馬から降りて通るように言ったが､実方はそれを無視して､道祖神の前を通った｡する

と馬が暴れて落馬し､それがもとで病気となり命を落としたという有名な故事でも知られ

ている49｡

松尾芭蕉は､ ｢奥の細道｣の旅で疲れから実際に墓そのものを訪れることはできなかった

が､笠島の藤原実方の塚に参ろうしたことで､先人である昔の歌人に対しての尊敬の念を表

したのである｡実方は西行から深い共感を得た人物であった｡芭蕉は西行に対する敬意を通

じて､西行に連なる詩人としての実方を尊敬したのである｡

文治二年(1186年)､陸奥に旅した西行は､実方の墓に立ち寄り､

｢朽ちもせぬその名ばかりをとどめ置き枯れ野の薄形見にぞ見る｣ 50

という和歌を一首残した｡同じように芭蕉も西行に倣ってこの地を訪れた｡笠島は､芭蕉に

とって風雅の心が染みる憧れの地でもあったといえよう｡

このように芭蕉の東北の旅は西行の足跡を辿ったものであり､ 『奥の細道』自体が西行の

旅から影響を受けたものであることも知られている｡

芭蕉は旅を進め､日光を通過した後､白河を渡河する前に殺生石を訪れた｡西行法師を尊

敬していた芭蕉は､ 『奥の細道』の旅の中で西行の足跡を訪ね､鹿野の柳に辿り着いたので

あるo

45　藤原道綱は平安時代中期の公卿又は義政乳母の藤原道綱母が晴蜂日記を執亀

46　藤原道信972年は平安時代中期の公家･歌人である｡

47　小沢克己『奥の細道』新解説(旅の事実)と(旅の真理)東洋出版2007年3月､ページ95

48　平安時代の第66天皇

49　小沢克己『奥の細道』新解説く旅の事実)と(旅の真理)東洋出版2007年3月､ページ95

50 ｢笠島J 『奥の細道』､角川文庫ページ25
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西行は､平安末期から鎌倉初期､元永元年(1118)から文治六年(1190)に活躍した､

武士出身の僧侶である｡そして､西行は勅撰集でも良く知られているその時代を代表する

歌人でもあった51｡

芭蕉が殺生石を訪れた理由としては､下記の西行の歌に詠まれた柳があったためと推測

されている｡

道のべに清水凍るる柳かげしばしとてこそ立ちどまりつれ52

芭蕉は､産野の領主から､西行由来の柳が現存していることを知り､柳を探しだして実

際に見た｡本章で次のように記述されている｡

また､清水流るるの柳は､産野の里にありて､田の畔に残る｡この所の郡守戸部某の｢こ

の柳見せばや｣など､おりおりに､今日この柳にこそ立ち寄りはべりつれ｡

田一枚植えて立ち去る柳かな　　　　　　　( ｢笠島｣ 『奥の細道』角川文庫)

上記の柳を見て､長年の念願が叶った芭蕉は､大いに感動したに違いないo西行の足跡に

共感を抱き､感動を覚えていた芭蕉は､今まで目の前で田植に精を出していた人々が､苗の

植えつけを終え立ち去っていたことに気が付いた｡現実に戻ってきた芭蕉は､そこを離れた

のである｡

このように､芭蕉は西行に縁のある柳を見て､感動のあまり､現実の世界から西行が柳が

見た時代に意識を移してしまったo芭蕉は西行と関連する柳を通して､西行に対する敬意を

表した｡

須賀川郊外の片隅に栗の大木があった｡その木陰に､俗世間から離れ､隠者として暮らす

僧侶がいた｡栗の木とともに寝起きする僧を見た芭蕉は､西行の姿を想起した｡僧の平安な

趣から喚起した印象を､芭蕉は､比橡で表現している｡芭蕉が僧と粟の組合せを､西行と同

じように､山深い岩に滑る水辺で橡を拾うほどの境地に達しているように感じたのであろ

う｡芭蕉は下記のように記している｡

｢栗といふ文字は酉の木と書て､西方浄土に関係ありJ

下記の句も詠んでいるo

世の人の見付けぬ花や軒の栗　　　　　　　　　( ｢須賀川｣ 『奥の細道』角川文庫)

栗の花は慎ましい花である｡栗の花を愛で､軒に咲かせる庵の主もまた､隠棲して､世人

の目にとまらない人である｡芭蕉は､西行の草庵の周りにあったとされる桜の花を偲んでい

るのであろうo

『野ざらし紀行』の旅の際､芭蕉は､吉野の山奥に迷い込むなどしながら､西行の草庵跡

51 『日本文学大辞典』第三巻､新潮社､ 1950年

52新版『奥の細道』､角川文庫､ 2003年､ページ20､注意から抜粋
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を訪ねている｡芭蕉は､西行の歌で名高い清水は､いまだ深山に同じように流れている53と

主張している｡

続いて､芭蕉は東北の旅の途中､越前の境に吉崎の港から船に乗って渡り､汐越しの松を

尋ねた｡この松は西行によって歌に詠まれ歌枕となっていたので､芭蕉にとって尋ねるべき

ものとなり､ここでは西行の和歌をそのまま紀行文に記述している｡

よもすがら嵐に波を運ばせて

月を垂れたる汐越しの松　　　　　　　　　( ｢汐越の松｣ 『奥の細道』角川文庫)

なお､現代ではこの歌は西行によって書かれたのではなく､蓮如上人によって書かれたの

だという説もあるが､当時の芭蕉はそのようには認識していなかった.

さらに芭蕉は象潟で西行が詠んだ桜を見物している｡老木となっていた桜は､西行法師の

かたみを当代まで残しているのだと､芭蕉は記している｡

このように西行の足跡を追って訪ね歩いた芭蕉は､理想とする先人の見聞を追体験する

ために､先達の痕跡を巡り歩いていたのである｡それは､柳､栗､松､桜といった自然物で

あり､また､古木である桜も含めて､本来はあまり人々の目を楽しませるものではなかった｡

にもかかわらず､芭蕉は西行の縁の地であるというだけで､それらの古木を訪ねたのである｡

このことからも､芭蕉の西行に対する敬意を見て取ることが出来るのである｡

他方､旅の端緒で芭蕉は歌枕の白川の関を越えたいと思い立ち､心が落ち着かなくなった

ことを記述している｡そこで能因が詠んだ歌の｢都をば霞とともに立ちしかど秋風ぞ吹く白

川の関｣ 54を思い起こしている｡能因法師は芭蕉にとって､ 『奥の細道』での東北の旅で歌枕

を訪れる重要な要素でもあった｡

能因は平安中期､永延二年(988)から永承五年(1050)の僧侶､歌人であるo彼は『後

拾遺和歌集』を初めとする勅撰和歌集に多く入集し､ ｢百人一首｣にも採られており､中古

三十六歌仙の一人としても知られているo

芭蕉は心が落ち着かない旅を毎日続けているうちに､白川の関に辿り着いた｡風雅を志す

人々の関心が向けられるこの関は､竹田大夫国行が越える前に着衣をわざわざ改めたり､能

因の著名な歌の｢秋風ぞ｣の響きを想起するなど､古来から敬意が払われてきた場所であっ

た｡能因の詠んだ歌や縁のある場所などを語る芭蕉のこの旅は､古人に対する崇敬の気持ち

を描写するだけではなく､古人に従うことで理想的な旅が出来るという芭蕉の考えも措か

れているようである｡

旅を進めて芭蕉は岩沼に着き､そこにある武隈の松の木を見た時には大いに喜んだ｡昔か

ら二木の松として歌に詠まれてきたこの松を見た芭蕉は､二度も都から訪れて歌を詠んで

いる能因法師のことを思い出した｡能因が二度目に来た時には松が既になくなっていたこ

53 『松尾芭蕉集』､小学館､ 1972年､ページ293

54 ( ｢発端J 『奥の細道』角川文庫)ページ1 1
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とが歌に詠まれ､人々の注目を集めたことから､松が植え直されたりもしていた｡能因の歌

に詠まれた松に対して､芭蕉は｢今はた千歳の形ととのひて､めでたき松の気色になんはは

べりし55｣と『奥の細道』に記述し､将来の旅人に二木の松を訪れるように呼び掛けている｡

古人の足跡を辿るこの旅で､芭蕉は山を越え､海辺を伝い､砂を踏み､十里あまりを渡っ

て､象潟の村に着いた｡それは潮風が砂を巻き上げ､雨が降りしきる暗い道のりだった｡そ

の道を歩いている芭蕉は能因の和歌｢出羽の国にまかりて象潟といふ所にてよめる　世の

中はかくても-けり象潟の海士のとまやをわが宿にして56｣を想起していたのかもしれない｡

そして､その翌日､空が晴れて､華やかな朝､船で能因法師島に辿りつき､能因が三年間住

んでいたという跡を訪れているo

このように､芭蕉の旅は能因の歌をきっかけとするものであった｡芭蕉の旅は様々な過去

の歌人の記憶と結び付いたが､能因もまた折に触れて､敬意と共に想起される存在であった｡

<両作の関連>

俳人である松尾芭蕉と詩人であるアッギェ-エはそれぞれの国の著名な詩人の跡を訪ね､

紀行文に記録している｡アッギェ-エは詩人であるナジルの墓を始め､スルダースの庵や女

王詩人のザェブン･ニシャの妖精城などを訪問して､詩人の立場から崇敬の気持ちを表し､

彼らの文学的な貢献を現代の人々に伝えようとした｡同じように芭蕉も白川の関､象潟､笠

島などの地を訪れ､西行や能因の故事に倣い､紀行文を記述することで､人々に過去の歌枕

として捉えられていた場所を､ふたたび活き活きと歌の精神が現れる神聖な場所として元

禄期の人々に印象づけたのである｡

更に､両作では著名な過去の文学者を措くことで､先人の生きていた時代の逸話を説明し

ている｡これは､過去の時代の文人を紀行文作品発表の時代に結びつけるという､極めて重

要な役割を果たすものであった｡

第二節､著名な遺蹟や遺構

アッギェ-エは､タラダ･バードにあるムガル帝国第六代皇帝アウラングゼ-ブ王(1681

年～1707年)の墓を訪ねた｡かつて栄華を誇った王族の､質素な墓碑を前にアッギェ-エ

は次のように語っている｡

(ヒンディ一語)

｢棚余市同音軒師こ榊辞す市町2Tr/甲田何　軒罰計　命

弓声a/望戸洞市有37*ぎ'同車命時計/訂研身弔打南可珂淵油田押す南野
訂同■命町軒町qT細身東可野面叶一触女等Ta肯南司節甲南舟- 3Tq*

軒 緑 野 市 奇 弁 押 印 軒7Tq/J 　 　 　 　 　" 東 研 可 同 線 叩qTF'qGT 187

55 ( ｢武隈の松｣ 『奥の細道』角川文庫)､ページ28

56 ( ｢象潟｣ 『奥の細道』角川文庫)､ページ46
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(釈)

｢アウラングゼ-ブは自分の名前を冠して街の名前をアウランガ-バードと呼び､人々が移

住したところをクラダ･バードと呼んだoクラダ･バードの意味は｢天国の街｣であるoア

ウラングゼ-ブはなぜこの場所にこの名前を付けたのか分からないが､すべての栄華が歴

史になり､彼が呼んだ天国の街はもう滅びて土になっている｡J

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』ページ187

アッギェ-エはアウラングゼ-ブ王の特徴を､信仰に篤く敬慶であり､王族でありながら

自身も労働に従事していたことだと述べている｡例えば､アウラングゼ-ブは王であっても

帽子を作ったり､イスラム教の聖書のクルアーンを書いたりして､自分の生活を営んでいた｡

自分の墓もこの仕事で儲けた代金で作ったのであるo　このような質素な生活を送っていた

にもかかわらず､ムガル帝国の王としては非常に長命で､ 50年間近く即位していたo　この

期間がムガル帝国の栄華の頂上であったとも言われる｡

アッギェ-エはインドの歴史上､最大最強の帝国とその王の痕跡が､現代では話の上で

しか残っていないことに対して深く思索を巡らせた｡それは､そのような帝国も滅びるの

だとしたら､何者が｢永遠｣を手に入れるのだろうという､疑問の表出であると読み取る

ことができる｡

一方､芭蕉も『奥の細道』で石巻の港で一夜泊まって東北の旅を続け､平泉に辿り着いた｡

奥州藤原氏の長い歴史を持つ栄華が既に滅びたことを思い出して落涙し､次の文と句で悔

しい気持ちを表している｡

<原文> ｢三代の栄耀一睡の中にして､大門の跡ハ一里こなたに有り.秀衡が跡は田野

になりて､金鶏山のみ形を残す｡まづ高館に登れば､北上川､南部より流るる大

河なり｡衣川は和泉が城を巡りて､高館の下に大河に落ち入る｡泰衡らが旧跡は､

衣が関を隔てて南部口をさし固め､夷を防ぐと見えたり｡さても､義臣すぐって

この城にこもり､功名一時の叢となるo ｢国破れて山河あり､城春にして草青み

たり｣と､笠うち敷きて､時の移るまで涙を落としはべりぬ｡

春草や兵どもが夢の跡　　　　　　　　　　(｢平泉｣ 『奥の細道』､角川文庫)

芭蕉の上記の言葉は大きく二つに分けられる｡一つは､藤原氏の城の周りの細かい描写で

ある｡例えば､和泉の城を廻って大川に落ちる衣川や､南部にあって､南側からの敵の攻撃

を防ぐ衣が関については詳しく描写されているoもう-つは､華々しく戦う義経や他の武

士たち-の追憶である｡高館に篭り勇猛に戦う武士たちであったため､この城が陥落するこ

とは不可能であると思われていた｡しかし､杜甫が歌うように国は負け､今は自然の山河し

か残っていないのである｡

そうすると､藤原一族の栄華がどんなに素晴らしくても一時的な､ただ短い間のことでし

かなく､今は跡しか残らないと､芭蕉は心重く語り､涙を旅している0

平泉に着く前に､白河の関を通過した松尾芭蕉は､須賀川で､友人で俳人の等窮の家に､

数日間､引き留められた｡出立して後､阿武隈川の月の輪の渡しを越え､瀬の上という宿場
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に辿り着いた芭蕉は､鯖野の丸山を訪ねた｡そこには佐藤庄司57の館の跡があった｡本文で

は次のように述べられている｡

<原文>是庄司が旧館なり｡麓に大手の跡など､人の教ふるにまかせて涙を落とし､また

かたはらの古寺に一家の石碑を残す｡中にも､ふたりの嫁がしるし､まづあわれなり｡女な

れどもかひがひしき名の世に聞こえつるものかなと､枚をぬらしぬ

(｢伊塚の里｣ 『奥の細道』角川文庫)

佐藤庄司の旧跡を訪れた芭蕉は､信夫郡･伊達郡の庄司であった佐藤元治の旧館の跡を見

て回り､懐旧のあまり涙を流している｡佐藤元治は平安時代末期の陸奥の豪族で佐藤継信･

忠信兄弟の父であり､妻は藤原秀衝の娘であったともいわれている｡文治5年(1189年)

における奥州合戦の際､信夫庄において鎌倉の兵に抵抗し､捕えられた｡芭蕉は､元治の子､

継信･忠信の石碑を確かめ､それぞれの夫人のことを回想している｡彼女達は､庄司の二人

の息子を戦で失った父の心を慰め励ますため､息子兄弟の武将の姿を再現し､この場面で演

じたのである｡

そして､二人の嫁の石碑を堕涙58の石碑がここにあると書き加えられ､華やかな戦勝の場

面を提示するとともに､家族の悲しみと､若い嫁の頼りがいのある様を思い起こし､芭蕉は

大いに感動して涙を濡らし､歴史的な古人に対する自分の心境を表現したのである｡

つづいて､松尾芭蕉は金沢を通って小松に到着し､多太神社に参詣した｡ここで斎藤別当

実盛59の遺品である甲･錦などを拝観した｡斉藤実盛は天永二年(1111年)生まれの平安時

代末期の武将である｡寿永二年(1183年)､加賀国での源義仲との戦､篠原の戦いで白髪の

頭を黒く染めて若々しく戦った｡篠原の戦いにおける実盛の最期の様子は､ 『平家物語』巻

七にも｢実盛最期｣として一章を成している｡芭蕉は『奥の細道』で次のように述べている｡

<原文>この所多太の神社に詣づ｡実盛が甲･錦の切れあり｡往昔源氏に属せしとき､義

朝公より賜はらせたまふとかや｡げにも平士のものにあらず｡目庇より吹返しまで､菊唐草

の彫りもの金をちりばめ､龍頭に鍬形打ったり｡実盛討死の後､木曾義仲膜状に添-て､こ

の社にこめられはべるよし､樋口の次郎が使ひせしことども､まのあたり縁起に見えたり｡

むざんやな甲の下のきりぎりす　　　　　　　( ｢多太神社｣ 『奥の細道』角川文庫)

松尾芭蕉は実盛の甲を見て､上記の俳句を詠んだのである｡実盛の甲･錦などは､実盛が

源氏に帰属した際､源義朝より送られたとされる品々である｡甲には菊唐草の模様が彫刻さ

れていたo実盛が討死した後､木曾義仲は樋口の次郎に甲と願状とを持たせ､神社に遺品を

供えたのである｡

かつて実盛は白髪を黒く彩色し､甲を被り勇戦した｡芭蕉が訪れた時には､その甲の下で

哀れみを誘うかのようにきりぎりすが鳴いている｡芭蕉は実盛の甲に､いたく感動した｡上

57　平安時代末期の武士で､藤原家の栄光のため戦った｡

58　中国の晋の洋砧の没後､その碑を見る者は皆感泣したことから碑文を見たものは皆涙を流すといわれる碑

59　平安時代末期の武士である実盛は､ 73歳で白髪を染めて勇戦した｡
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記の句は､実盛に対する芭蕉の思いを示しているo芭蕉は飾ってあった甲の下で鳴いている

きりぎりすが､昔､戦で犠牲となった実盛を悼んでいるのであろう､と詠んだ｡きりぎりす

の姿は見えない｡しかし鳴き声が情景を伝えている｡ 『奥の細道』の中で芭蕉は､散文と俳

句を書き記すことによって､実盛-の崇敬を示したのである｡

このように芭蕉は､過去の人物について述べている｡

以前にも､芭蕉は､市川村多賀城にある壷の碑を見て､哀れみを覚えて､心を乱されたこ

とがあった｡壷の碑は『奥の細道』で次のように記述されている｡

<原文>壷の石ぶみは､高サ六尺余､横三尺ばかりか｡苔を穿ちて文字幽かなり｡四経国

界の数理をしるす｡ ｢この城､神亀元年､按察使鎮守符将軍大野朝臣東人之所里也｡天平宝

字六年､参議東海東山節度使同将軍恵美朝臣朝狩修道而十二月朔日とあり｡聖武皇帝の御

時に当たれりo昔よりよみ置ける歌枕多く語り伝ふとい-ども､山崩れ､川流れて､道改ま

り､石は埋もれて土に隠れ､木は老いて若木に代はれば､時移り､代変じて､その跡たしか

ならぬ事のみを､ここに至りて疑なき千歳の記念､今眼前に古人の心を閲す｡

( ｢壷の碑｣ 『奥の細道』角川文庫)

そして､芭蕉は､長旅の苦労も忘れて､涙が溢れ出るばかりであったと記している｡芭蕉

は東北の旅で古人の遺跡を見るたびに涙を流し､意外なほどの同情と共感を見せる｡

<両作の関連>

アッギェ-エも芭蕉もそれぞれ､かつての華やかな栄華の滅びたことを回顧し､そのこと

を感傷的な言葉で示している｡芭蕉は藤原一族､佐藤庄司､実盛､壷の碑に対して､アッギ

ェ-エはムガル帝国などの古人に対して､それぞれの国の歴史的な人物-の崇敬の念を示

して紹介がなされている｡

なお､アッギェ-エの場合は､ムガル帝国は自分の国土を遠く広げていても､それは長い

歴史の中のただ一時の短い間のことであると考えたo他方､芭蕉は古人に対しての感情を涙

で示し､当時の読者に連なる重要な歴史を伝えようとしていた｡

第三節､各地の風俗(名所､花など)

アッギェ-エは旅の途中で山に登り､その途中で青いケシの花が咲いているのを見つけ

た｡残雪の中に咲く青いケシの花は古代から幸運の象徴として重宝されてきたのであるが､

手折られる花自身はどう思うだろうか｡アッギェ-エはそうした想いを文章に残している｡

(ヒンディ一語)

｢弔訂爺弁痛打珂町&,師伊南細石軒南東qt女帝珂諭す
J

繭町野甲珂｢町?/翰押す軒市町〝相打珂!町野丁胃可車軸打〝政

司可市布て東南筒可レ

野オ和琴打町3TrF耶青野珂〝er市乱粛啓qTWぎ田町37T軸蔚打

?,筒弓希有すqTZTT司同蔓諦相可習オ訂舟訂〝　"37t可同町757TrqT訂'触111
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(釈)

｢岩山を放浪している時､突然､雪が積もっている空洞の中から覗いている青いケシの花

が､笑みを浮かべているのを見つけた｡私は嬉しくなって｢祝福だ｣と言った｡ ｢この花は

私の為に姿を見せたのだ｡Jそして､すぐ手を伸ばして摘んだ｡花は頭を下げ､ため息をつ

いて言った｡ ｢まあ､私を見つけた人にとっては幸運だが､私は死ぬことになる｣

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ111

上記の言葉でアッギェ-エは花を見つけた人の嬉しさと花であるケシの皮肉な心を対比

的に措写しようとした.人々は珍しいものを見つけると幸運だと考えるoけれども､その

幸運が相手にとっても同じであるとは限らない｡そして､命を費やして得られる幸運その

ものは､相手にとっては少しも幸運ではないだろうと､疑問の文をアッギェ-エは示して

いるo

また､アッギェ-エはペンジャブ州ジャランダルの公園で野宿した際に目にした､カッ

シア療の花に強い印象を受けた｡その野宿した公園は｢アマラタシ(カッシア療の公

園)｣と呼ばれているほどのもので､その後もアッギェ-エはカッシア療の花をしばしば

追憶している｡

ソ-ピアまでの道のりでは､その近辺で有名な滝について記述している｡その滝は40-

50フィートほどの高さで､水底には白い岩が沈んでいた｡流水はミルクのように見え､音

楽的な音を響かせていた｡アッギェ-エはその滝に心を惹かれて､再訪を誓っている｡
一方､ 『奥の細道』ではどのようなものが取り上げられたか､本節では芭蕉が括写した自

然についての描写についても言及する｡自然のものとしてまず第-に取り扱われているの

は花であり､主に､桜､ねぶの花､卯の花などの名前が思い出される0

『奥の細道』で､芭蕉は月山に登った｡八里まで登った芭蕉は､太陽と月が通るような雲

の中を行くうちに､息も苦しくなり､体は冷え切っていった｡やっと頂上に着いたが､日が

沈み月が現れる時間になったので､芭蕉はその夜は月山で過ごすことにした｡翌朝山から下

りる時に､岩に腰かけて休んでいると､三尺ばかりの小さい桜が半分ほど開いているのに気

づいた｡こんな高山で､しかも雪の下に埋もれても咲こうとしている桜には､健気さが感じ

られた｡芭蕉はこの桜を次のように語っている｡

< 原 文>

｢岩に腰掛けてしばし休らふほど､三尺ばかりなる桜のつぼみ半ばに開けるあり｡降り積む

雪の下に埋もれて､春を忘れぬ遅桜の花の心わりなし｡炎天の梅花ここにかおるがごとし｡

行尊僧正の歌ここに思い出でて､なほあはれもまさりておぼゆ｡｣

( ｢出羽三山｣ 『奥の細道』角川文庫)

芭蕉にとって､雪に埋もれていても春を忘れなかった桜は月山の神秘の-つであり､健気

さの象徴でもあった｡

一方､月山の前にも､芭蕉は卯の花とねぶの花などにも関心を寄せていた｡東北で重要な

三つの関の一つ､白河の関を越える時､古人が衣服を整えたり､冠をかぶったりして通った
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ことが芭蕉に思い出され､ ｢卯の花の白妙に｣と芭蕉は｢白河の関｣で執筆している｡

更に､卯の花の白さは､白河の関を雪の折に越えているような雰囲気をもたらしたのであ

る｡この状況は､曾良の次の句に表現されている｡

卯の花をかざしに関の晴着哉　　　　　　　　　　曾良

白河の関で卯の花を思い出した芭蕉は､象潟でねぶの花を句に詠んでいる｡その句は以下

である｡

象潟や雨に酉施がねぶの花

芭蕉が象潟に来て､雨に煙る風景を眺めて見ると､その情景はねぶの花が雨に打たれたよ

うであると感じ､俳句として詠んだのである｡ここで取り上げたねぶの花は､美人が眠りの

中で､眼が半分閉じられているような風情を示している60｡

他方､芭蕉は日光に着いた時に､山を二十余町を登ると､滝があった｡百尺も高いところ

から滝は一気に流れ落ち､岩も重なり合っていた｡裏側からの眺めも評判の滝だったので､

｢裏兄の滝｣と名付けられていた｡本作品で語られている文は次のようである｡

<原文>二十余町山を登って､滝あり｡岩洞の頂より飛流して百尺､千岩の碧淳に身を

ひそめ入れて滝の裏より見れば､裏兄の滝と申し伝-はべるなり｡

( ｢日光｣ 『奥の細道』角川文庫)

そして､次の句も詠まれている｡

しばらくは滝にこもるや夏の初め｡

上記の句と滝は夏寵りという仏教的な習慣を語ったものである｡芭蕉は洞穴に入り､しば

らくの間沈黙し､清浄な気持ちで時間を過ごしたのである｡

<両作の関連>

アッギェ-エと芭蕉はそれぞれの国にある自然の花木を紀行文で措写している｡例えば､

古来インドでケシの花は幸運の証として認められていたことをアッギェ-エは現代の読者

にも伝えようとし､伝統を発掘して記した｡また､カッシア癖の花を美しく措写することで､

自然は人間に身近なものだという主張もしている｡更に､アッギェ-工は滝の訪問で滝の弾

ける泡が森に響いて､音楽的に聞こえていたということを記述し､豊富な自然を措写しよう

とした｡

アッギェ-エは厳しい自然の中で咲くケシの花に健気さを見出したが､芭蕉もまた月山

で見かけた桜の花について書いている｡雪で覆われている中でも桜が咲いたことは､厳しい

自然の中でも生き残る桜の見事さを示したものだと芭蕉は考えた｡

そして､アッギェ-エが括写した美しいカッシア療は芭蕉が語った白河の関での卯の花

のようであり､カッシア療の花の美しさは旅が終わった後もアッギェ-エの記憶に残り､旅

を振り返る度に思い出されたのであったo一方､卯の花も｢白河の関｣で芭蕉らは冠にし､

それを晴れ着にして､関を越えたのである｡そして､象潟のねぶの花では悲劇的な女性の美

60 『奥の細道』角川文庫､ページ126

150



を象徴しており､このように様々な表現で花を多面的に利用しているのである｡

続いて､両者は高い滝を紀行文で語ることで､滝で作られた自然の美しい風景を伝えよう

ともした｡

第四節､歌枕

芭蕉の『奥の細道』は歌枕を中心に巡る旅であるが､アッギェ-エの紀行文では歌枕にあ

たる伝統的な詩的モチーフとなる旧跡を訪れることは､主要な目的とはされていないoけれ

ども､インドにも歌や詩の題材となってきた旧跡や名所などは､勿論存在する｡例えば､タ

ージ･マハル､ガンジス川､王城や墓碑などの遺跡などは､インドの詩歌で取り上げられる

ことが多い｡したがってアッギェ-エがインドにおける歌枕のようなところを訪れる場合

があるが､それは､芭蕉のような歌枕の旅とは異なったものである｡対して江戸時代の俳聖･

松尾芭蕉は､歌枕を巡り歩いて俳句を詠むことを目的とした『奥の細道』の旅で､蕉風俳許

を確立した｡

本節では､芭蕉が歩いた歌枕をいくつか語って行きたい｡

芭蕉は『奥の細道』の発端部で､歌枕の｢白河の関｣や｢松島の月｣に向かうことを思い

立ち､旅の目標として語っている｡更に､草加で｢耳に触れていまだ目に見ぬ境｣と記述し

たのは､昔から歌人たちが歌に詠み継いできた和歌の名所､いわゆる歌枕を指すものである｡

これらの描写は芭蕉が歌枕を訪れるための強い情感を示している｡

･ ｢室の八島Jの章で描写された歌枕

芭蕉が『奥の細道』の旅で最初に訪れた歌枕は､ ｢室の八島｣である｡現在､栃木市

にある神社のことを指し､底本では｢室の八島｣がそのまま章の題名ともされている｡

｢室の八島｣は煙にちなんだ歌を詠み慣わしてきた歌枕であり､藤原実方､源俊額などの

歌が有名である｡藤原実方は｢いかでかは恩ひありとも知らすべき室の八島の煙ならでは｣

と､源俊額は｢煙かと室の八島を見しほどにやがても室の霞みぬるかな｣と詠んでいる61｡

一方､ 『奥の細道』では､歌枕である｢室の八島｣について､次のように語られている｡

<原文>此神は木の花さくや姫の神と申て､富士一体なりo無戸室に入て焼給ふちかひ

のみ中に､火々出見のみこと生まれ給ひしより､室の八島と申｡又煙を読習し侍もこの謂

也｡このしろと云魚ヲ禁ズ｡縁起の旨､世に伝ふことも侍し｡

(｢室の八島｣ 『奥の細道』角川文庫)

｢室の八島｣ 62の解説によると､木の花咲耶姫は一夜の契りで懐妊したo天孫壕壕杵尊

はこれを疑い､妊娠した子は我が子ではなく､国津神の子に違いあるまいと疑心を抱い

た｡そこで木の花咲耶姫は無戸室に入り､そこを自ら土で閉ざして､もし天津神の子であ

れば､無事に産まれるであろうといい､無戸室に自ら火をつけた｡炎の中で木の花耶姫

61 『奥の細道』角川文庫､ページ350

62 ｢室の八島J 『奥の細道』角川文庫､ページ14の注意に基づき｡
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は､見事出産を果たし､自分自身が無罪であることを証明した｡

つづいて､ ｢このしろ｣という魚の食用を禁じる習俗にあることにも言及し､歌枕の

｢煙｣に幅を持たせている｡これらのことから､この章は｢煙｣の背景に広がる神話の世

界の存在を示唆した場であると考えられている｡

これらの情報は芭蕉が曾良から教えられたものとして､本部内では記述されている｡こ

れは､芭蕉による曾良の知識を評価するための表現であり､芭蕉と曾良の師弟関係を作品

内で表現しようとしたものと思われる｡

･ ｢日光｣の章で措写された歌枕

芭蕉が次に訪れた歌枕は｢黒髪山｣である｡ 『奥の細道』では｢日光｣という章で､ ｢黒髪

山｣が出てくる｡日光の男体山は､黒髪山とも呼ばれ､古歌に詠まれている歌枕である｡源

頼政の歌の｢身の上にかからむことぞ遠からぬ黒髪山に降れる白雪63｣があるが､山の｢黒｣

との対比で白い｢雪｣が想起されているのである｡ 『奥の細道』でも同じく黒髪山の名に｢白

雪｣が意識され､次の文章で同行者である曾良の句の紹介が残されている｡

<原文>黒髪山は霞かかりて､雪いまだ白し｡

剃り捨てて黒髪山に衣更 曾良

(｢日光｣ 『奥の細道』角川文庫)

この句は､衣更と積雪をなぞらえており､源頼政の歌を意識したものである｡このことか

ら曾良､ひいては､芭蕉の古人に対する関心が見て取れる｡

曾良は､河合氏にして､惣五郎とい-り｡芭蕉の下葉に軒をならべて､予が薪

水の労を助く｡このたび松島･象潟の眺めともにせん事を悦び､かっは寮旅の難

をいたはらんと､旅立つ暁､髪を剃りて､墨染にさまを変-､惣五を改めて宗悟

とす｡よって黒髪山の句あり｡衣更の二字､力ありて聞こゆ｡

(｢日光｣ 『奥の細道』角川文庫)

曾良のことを上記の文の｢旅立つ暁､髪を剃りて｣という言葉で表現することで､弟

子の見せた行脚に対する強い決心を芭蕉は描写したのである｡

･ ｢白河の関Jの章で描写された歌枕

つづいて､芭蕉は多くの古歌に詠まれてきた白河の関に到着した｡ 『奥の細道』の｢白河

の関｣の一章は､古歌に思いを巡らすことで成り立っているo芭蕉は｢白河の関｣について

次のように措いている｡

<原文>心もとなき日数重なるままに､白河の関にかかりて旅心定まりぬ｡ ｢い

かで都-｣と便り求めしもことわりなりo　中にもこの関は三関の一にして､風騒

の人､心をとどむ｡秋風を耳に残し､紅葉を傍にして､青葉の梢なほあはれなり｡

卯の花の白妙に､茨の花の咲き添ひて､雪にも超ゆる心地ぞする｡古人冠を正し

衣装を改めしことなど､清輔の筆にもとどめ置かれしとぞ｡

63 ｢歌枕解説索引｣ 『奥の細道』角川文庫､ページ332
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卯の花をかざしに関の晴れ着かな 曾良

(｢白河の関｣ 『奥の細道』角川文庫)

上記のように古歌の数々を繰り返し味わうことで､芭蕉はまさに陸奥に入ったという思

いを確信し､ ｢旅心定まりぬ｣､つまり旅のなかに浸りきった気分を実感しているのである｡

ここで､芭蕉はあえて歌を詠まなかったのは､能因や藤原清輔などの古人の歌を尊重し

たためであり､ここでもまた古人の対する敬意を見て取ることは出来る｡また､

古人の衣装に扮して関を越えたことも古人に対する意識の表れのである｡

そして､古歌に詠まれた｢秋風｣や｢紅葉｣の括写を重ね合わせることにより､芭蕉の目

に映った青葉の情景が古歌の世界との一致したことを表現したと思われるoそれは､その風

景自体を漫然と眺めるのと違って､深い｢あわれ｣を引き起こすものである｡それによって､

芭蕉は詩的感動を深め､自然を深く見ることが出来たし､彼独特の観点を描写することが出

来たと言える｡

イ浅香山･信夫の里｣の章で措写された歌枕

芭蕉は白河の関を渡り､須賀川にある知人の等窮の家に何日か泊まった｡須賀川では､古

歌の詩情を反解しながら､陸奥の風土に生きて働く農民たちの田植え歌に耳を傾けた｡その

素朴な歌声の中に､詩歌の起源につながるものがあることを発見した｡そこに陸奥入りの喜

びを感じて､庶民の早苗を採る手元に昔の風流さを見出す俳許を作っている｡

その後､旅を進めて､歌枕の浅香山･信夫の里を訪れるo浅香山は福島県の日和田町に位

置している小丘のことを指す｡そして､芭蕉はその近くにある信夫の里も訪れる｡その時の

ことは次のように記述されている｡

<原文>等窮が宅を出でて五里ばかり､槍皮の宿を離れて､浅香山ありo道より近しoこ

のあたり沼多し｡かつみ刈るころもやや近うなれば､ ｢いづれの草を花がつみとはいふぞ｣

と､人々に尋ねはべれども､さらに知る人なし｡沼を尋ね､人に問ひ､ ｢かつみかつみ｣と

尋ね歩きて､日は山の端にかかりぬ｡二本松より石に切れて､黒塚の岩屋一見し､福島に泊

まる｡

明くれば､しのぶもぢ沼の石を尋ねて､信夫の里に行く｡遥か山陰の小里に､石半ば土に

埋もれてあり｡里の童べの来りて教-ける､ ｢昔はこの山の上にはべりしを､往来の人の麦

草を荒してこの石を試みはべるを憎みて､この谷に突き落とせば､石の面下ざまに伏したり｣

といふ｡さもあるべきことにや｡

早苗とる手もとや昔しのぶ摺り　　　(｢浅香山･信夫の里｣ 『奥の細道』角川文庫)

須賀川においては､田植え歌を歌う農民たちに､信夫の里においては童に関心を向けた

芭蕉は彼らを諏った俳譜を詠んでいるoこれが高名な古人だけではなく､当世の一般民に対

しても目線を向けていることの表れのである｡

･ ｢武隈の松｣の章で措写された歌枕

芭蕉は現宮城県岩沼市にある武隈の松を見に行く｡二木に分かれている松は古歌に詠ま

れ､かつて能因が訪れた時には木が伐られて橋に使われたので､能因法師は｢武隈の松はこ
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のたび跡もなし千年を経てやわれは来つらむ64｣という歌を詠んだ｡そのことをきっかけと

して､二木の松は更に評判を得たという故事を芭蕉は思い出し､次の文で語っている｡

<原文>岩沼宿｡武隈の松にこそ目さむる心地はすれ｡根は土際より二木に分かれて､昔

の姿失はずと知らる｡まづ能国法師恩ひ出づ｡往昔､陸奥守にて下りし人､この木を伐りて

名取川の橋杭にせられたることなどあればにや､ ｢松はこのたび跡もなし｣とはよみたり｡

代 ､々あるは伐､あるいは植ゑ継ぎなどせしと聞くに､今はた千歳の形ととのひて､めでた

き松の景色になんはべりLo

武隈の松みせ申せ遅桜

と､挙白といふ者の健別したりければ､

桜より松は二木を三月越シ　　　　　　(｢武隈の松｣ 『奥の細道』角川文庫)

上記に述べられた｢代 ､々あるは伐､あるいは植ゑ継ぎ｣､ ｢昔の姿｣､ ｢千歳の形ととのひ

て｣､ ｢めでたき｣などは､武隈の松が詠まれる際の和歌の世界における豊かな古歌の描写を

思い起こした表現である｡これは､芭蕉の武隈の松という歌枕に対しての意識であって､強

い関心の表現であると思われる｡更に､挙白の健別の句も､桜よりも古歌に詠まれた松の姿

はみごとである､ということであると読み取れる｡

それに対して芭蕉の句は､能因法師の｢千年を経てやわれは来つらむ｣に対する｢松｣を

詠ったものであり､歌枕の松そのものではなく､能因法師の歌に対する興味が見て取れる｡

これが､芭蕉が歌枕ではなく､歌人である過去の人間そのものの営為に関心を向けていた最

も代表的な例の一つであるo

･ ｢末の松山･塩竃｣の章で措写された歌枕

つづいて､芭蕉は現宮城県多賀城市にある歌枕の塩竃の明神､末の松山､沖の石､野田の

玉川､浮島等を訪れている｡底本では｢末の松山･塩竃｣という章になり､次のように執筆

されている｡

<原文>それより野田の玉川･沖の石を尋ぬ｡末の松山は､寺を造て末松山といふ｡松の

間々皆墓原にて､はねを交はし枝を連ぬる契の末も､つひにはかくのごときと､悲しさもま

さりて､塩竃の浦に入相の鐘を聞くo五月雨の空いささか晴れて､夕月夜幽かに､醇が島

もほど近しo葦の小舟漕ぎ連れて､肴分かつ芦刈こ｢つなでかなしも｣とよみけん心も知ら

れて､いとどあはれなり｡その夜､目盲法師の､琵琶を鳴らして､奥浄瑠璃といふものを語

るo平家にもあらず､舞にもあらず､ひなびたる調子うち上げて､枕近うかしましけれど､

さすがに辺国の遺風忘れざるものから､殊勝におぼえらるo

早朝､塩竃の明神に詣づo国守再興せられて､宮柱ふとしく､彩橡きらびやかに､石の階

九位に重なり､朝日朱の玉垣をかかやかす｡かかる道の果て､塵土の境まで､神霊あらたに

ましますこそわが国の風俗なれと､いと貴けれ｡神前に古き宝燈あり｡鉄の扉の面に､ ｢文

治三年和泉三郎寄進｣とありo五百年来の傍､今目の前に浮かびて､そぞろに珍Loかれは

勇義忠孝の土なり｡佳名今に至りて､慕はずといふことなし｡まことに｢人よく道を勤め､

64 ｢歌枕解説索引｣ 『奥の細道』角川文庫)ページ343
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義を守るべし｡名もまたこれにし従ふ｣とい-り｡日すでに午に近し｡船を借りて松島に渡

る｡その間二里余､雄島の磯に着く｡

(｢末の松山･塩竃｣ 『奥の細道』角川文庫)

末の松山から塩竃につれて､いくつかの歌枕を巡覧した芭蕉は､上記の文を伝統的な歌文

の世界を踏まえた歌枕的な感情の上に執筆している｡ ｢はねを交はし枝を連ぬる契の末｣は

｢君をおきてあだし心をわが持たば末の松山波も越えなむと契った歌を念頭に置いたもの

65｣の恋の歌枕であり､ ｢夕月夜幽かに｣という記述は塩竃の夜の叙述である｡更に､芭蕉は

｢肴分かつ声 ｣々という表現を述べることで､漁師たちの生活の貧しさを描写している｡そ

して､塩釜神社の初頭に述べられた｢宮柱ふとしく｣は歌枕に対する意識を描写するもので

ある｡

また､ここで描写されている琵琶法師や漁師たちは社会的弱さと呼べる人々でありっそ

うした人々に対する芭蕉の関心を見ることが出来る｡

∫ ｢松島｣の章で描写された歌枕

末の松山や塩竃の歌枕を訪れた芭蕉は､松島に到着する｡陸奥の歌枕を代表する松島を訪

れることは､芭蕉は冒頭で｢松島の月まづ心にかかりて66｣という文章を執筆して旅の目的

の一つとして示しているし､松島の月は古歌によく詠まれている歌枕であるo 『奥の細道』

では､松島は次のように語られている｡

<原文>そもそも､ことふりにたれど､松島は扶桑第-の好風にして､およそ洞庭･酉潮

を恥ぢず｡東南より海を入れて､江の中三里､漸江の潮をたたふ｡島々の数を尽して､そば

だっものは天を指さし､伏すものは波にはらばふ｡あるは二重に重なり三重に畳みて､左に

分かれ右に連なる｡負-るあり抱けるあり､児孫愛すがごとし｡松の緑こまやかに､枝葉汐

風に吹きたわめて､屈曲おのづからためたるがごとし｡その気色えう然として美人の顔を粧

ふ｡ちはやふる神の昔､大山つみのなせるわざにや｡造化の天工､いづれの人か筆をふるひ､

詞を尽くさむ｡

雄島が磯は地続きて海に成出でたる島なり｡雲居禅師の別室の跡､座禅石などあり｡は

た松の木陰に世をいとふ人もまれまれ見えはべりて､落穂･松笠などうち煙りたる草の庵､

閃かに住みなし､いかなる人とは知られずながら､まづなっかしく立ち寄るほどに､月､海

に映りて､昼の眺めまた改むo江上に帰りて宿を求むれば､窓を開き二階を作りて､風雲の

中に旅寝するこそ､あやしきまで妙なる心地はせらるれ｡

松島や鶴に身を借れほととぎす　　　　　曾良

予は口を閉じて眠らんとしていねられず｡旧庵を別るる時､素堂､松島の詩あり｡原安適､

松が浦島の和歌を贈らる｡袋を解きてこよひの友とす｡かつ､杉風･濁子発句あり｡

(｢武隈の松｣ 『奥の細道』角川文庫)

東北の旅で最大の山場として取り扱われた｢松島｣は､ 『奥の細道』成立にあたり､重要

65 ｢末の松山･塩竃｣ 『奥の細道』角川文庫の注意から抜粋

66 ｢発端｣ 『奥の細道』角川文庫
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な役割を果たした｡芭蕉は日本一の絶景である松島と雄島という二つの磯の歌枕を尋ね､さ

らに古人の足跡が残る土地に心が惹かれて足を運んだのである｡例えば､雲居禅師の坐禅堂

や道心者の庵を訪れ､待ち望んでいた松島の月の景観を目にしている｡また､芭蕉は旧友の

詩文などを読んで強烈な感動を受けたことなどを描写している｡これもまた古人だけでは

なく､詩作を行う友人に対する関心の表れである｡

･ ｢平泉Jの章で措写された歌枕

芭蕉が訪れた平泉は悲劇を表す歌枕である｡藤原三代の栄華と義経の劇的な歴史に記憶

を思い起こしている｡ 『奥の細道』の本文では次のように語られている｡

<原文> ｢三代の栄耀一睡の中にして､大門の跡ハ一里こなたに有りo秀衡が跡は田

野になりて､金鶏山のみ形を残す｡まづ高館に登れば､北上川､南部より流る

る大河なりo衣川は和泉が城を巡りて､高館の下に大河に落ち入るo泰衡らが

旧跡は､衣が関を隔てて南部口をさし固め､夷を防ぐと見えたり｡さても､義

臣すぐってこの城にこもり､功名一時の叢となる｡ ｢国破れて山河あり､城春

にして草青みたり｣と､笠うち敷きて､時の移るまで涙を落としはべりぬ｡

春草や兵どもが夢の跡　　　　　　　　(｢平泉｣ 『奥の細道』､角川文庫)

上記の文で｢田野になりて｣､ ｢金鶏山のみ形を残す｣､などを示すことによって､芭

蕉はこの土地に来た感慨を措いた｡更に､芭蕉は｢国破れて｣と｢山河あり｣という記述に

より､時の流れに耐えられない人間の営みが崩壊していくのに対して､自然の風景が生き残

ることを示し､自然と人間の大きな対比を描き出した｡自然と歴史に振り回された藤原氏と

いう人間の小ささを感じ取った芭蕉は､強い悲しみの感情を覚えたのである｡

･ ｢最上川｣の章で措写された歌枕

福島県に源のある最上川は､山形県を北流して､酒田付近で日本海に注ぐ大河である｡芭

蕉は船で最上川を遡り､歌枕の地を踏んだo最上川を渡る稲船が古歌で詠まれている670芭

蕉は次のように語っている｡

<原文>最上川乗らんと､大石田といふ所に日和を待つ｡ここに古き俳許の種落ちこぼれ

て､忘れぬ花の昔を慕ひ､芦角一声の心をやはらげ､この道にさぐり足して､新古二道に踏

み迷ふとい-ども､道しるべする人しなければと､わりなき一巻を残しぬ.このたびの風流

ここに至れり｡

最上川は陸奥より出でて､山形を水上とす｡碁点･隼などといふ恐ろしき難所あり｡板敷

山の北を流れて､果ては酒田の海に入る｡左右山覆ひ､茂みの中に船を下す｡これに稲積み

たるをや､稲船といふならし｡白糸の滝は青葉の隙々に落ちて､仙人堂､岸に臨みて立っ｡

水みなぎって舟危ふLo

五月雨をあつめて早し最上川　　　　　(｢最上川｣ 『奥の細道』､角川文庫)

芭蕉は大石田で俳譜の師としても活躍し､俳許を巻いた一巻の連句を残している｡そして､

最上川は､古歌では稲舟に対しての｢最上川のぼればくだる稲船のいなにはあらずこの月ば

67 ｢歌枕解説索引J 『奥の細道』角川文庫､ページ351
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かり68｣が有名であり､芭蕉もその｢稲船｣を思い出して記述しているo　ここで､芭蕉が一

巻の連句を完成させたことで､俳譜の師匠でありながら､その土地の風土や人々から教えら

れるものを形にすることが出来たoこれは､芭蕉と人々の繋がりがはっきりと形となって見

ることができる事例であるo

･ ｢象潟Jの章で括写された歌枕

松島と並ぶ東北きっての歌枕である象潟は､今の秋田県にある潟であって､芭蕉の歌枕を

巡る旅の中でも措かれている｡象潟は能因法師の歌の｢世の中はかくても経けり象潟の葦の

とまやをわが宿にして69｣で知られている｡芭蕉はここで能因が隠栖した遺跡も尋ね､次の

ように語っている｡

<原文>江山水陸の風光数を尽して､今象潟に方寸を責む｡酒田の港より東北のかた､山

を越え､儀を伝ひ､いさごを踏みて､その際十里､日影やや傾くころ､汐風真砂を吹き上げ､

雨膜鹿として鳥海の山隠る｡闇中に摸作して｢雨もまた奇なり｣とせば､雨後の暗色またた

のもしきと､賓の苫屋に膝を入れて､雨の晴るるを待つ｡その朝､天よく零れて､朝日はな

やかにさし出るほどに､象潟に舟を浮かぶoまづ能因島に舟を寄せて､三年幽居の跡を訪ひ､

向かうの岸に舟を上がれば､ ｢花の上漕ぐ｣とよまれし桜の老い木､西行法師の記念を残す｡

江上に御陵あり､神功皇宮の御墓といふo寺を干満珠寺といふoこの所に行幸ありしことい

まだ聞ずoいかなる故あることにやoこの寺の方丈に座して簾を捲けば､風景一眼の中に尽

て､南に鳥海､天をささ-､その影映りて江にあり｡西はむやむやの関､道を限り､東に堤

を築きて､秋田に通ふ道遥かに､海北にかま-て､波うち入るる所を汐超といふo江の縦横

一里ばかり､併松島に通ひて､また異なり｡松島は笑ふがごとく､象潟は恨むがごとLo寂

しさに悲しびを加-て､地勢魂を悩ますに似たり｡

象潟や雨に酉施がねぶの花

汐越や鶴腔ぬれて海涼し

象潟や料理何食ふ神祭り

筆の家や戸板を敷て夕涼

岩上にみさごの巣を見る

波こえぬ契りありてやみさごの巣　　曾良　　(｢象潟｣ 『奥の細道』､角川文庫)

芭蕉の旅は酒田の港から東北の方-続き､山を越え､磯を伝い､砂浜を踏んで､鳥海の山

にようやく辿り着いたときには､雨で山が煙って見えたoこれはちょうど古歌に読まれた様

子の再現であり､その様を芭蕉は措こうとしている｡更に､和歌の世界では､能因や藤原顕

仲などのように､漁師の苫葺きの家に旅寝する漂泊の俺びしさが詠み継がれてきたが､芭蕉

は､ ｢筆の苫屋に膝を入れて､雨の晴るるを待つ｣といって､それら古歌の詩情を反解しな

がらも､違う側面から象潟の風景を捉えようとした｡芭蕉は｢象潟や雨に酉施がねぶの花｣

と詠んで､象潟の入り江の岸辺で雨に濡れて咲くねぶの花に､象潟の風土の情感を歴史上の

68 ｢歌枕解説索引J 『奥の細道』角川文庫､ページ351

69 ｢象潟｣ 『奥の細道』角川文庫
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人物を意識して描き出した｡このことからもやはり､芭蕉が歌枕を古人と結び付けて歌う傾

向があることを示している｡

･ ｢種の浜｣の章で措写された歌枕

敦賀市内の湾に臨む｢種の浜｣を芭蕉は東北の旅で最後の歌枕として訪れ､その旅に友人

の等裁も同行したo西行も種の浜の小貝を古歌で詠んだo ｢汐染むるますほの小貝拾ふとて

色の浜とはいふにやあるらん70｣という歌である｡芭蕉は本文で次のように語っている｡

<原文>十六日､空零れたれば､ますほの小貝給はんと､種の浜に舟を走す｡海上七里あ

り｡天屋何某といふ者､破寵･小竹筒などこまやかにしたためさせ､僕あまた舟にとり乗せ

て､追ひ風､時の間に吹き着きぬ｡浜はわづかなる海士の小家にて､俺しき法華寺あり｡こ

こに茶を飲み､酒を暖めて､夕暮れの寂しさ､感に堪-たり｡

寂しさや須磨に勝ちたる浜の秋

波の間や小貝にまじる萩の塵

その日のあらまし､等裁に筆をとらせて寺に残す｡　(｢象潟｣ 『奥の細道』､角川文庫)

芭蕉はこの旅を通して北国の風土を発見し､ ｢波の間や小貝にまじる萩の塵｣の句で､西

行の歌に導かれて訪れた砂浜の上には､丸でその歌のように小貝がいっぱいに散らばって

いると措いたo敦賀での｢種の浜｣は､旅路の最後を飾る清らかな記念の一章であるともい

えよう｡この西行の足跡を辿る旅において､尊敬する西行にまつわる歌枕にことさら重きを

置いた友人と訪れたということは､芭蕉の人間を重視する視点を示すものとして象徴的な

意味を持っているといえる｡

芭蕉は様々な歌枕を巡覧しているが､それらは風景の美に触発された伝統的な詩歌を中

心とした歌枕と､その地に込められた自然と人生の悲劇が歌われた歴史的な事件に関係す

る歌枕とに大きく分類される｡前者は松島､象潟の章などが当てはまり､後者は平泉､飯塚

の里､塩竃などが当てはまるものである｡

芭蕉とアッギェ-エ､両者のそれぞれが執筆した紀行文を分析すると､その最も大きな相

違点は歌枕の有無である｡芭蕉の東北の旅は歌枕を中心に行われ､古人の足跡を辿ることと

古歌のように句を詠むことで理想的な旅を成り立たせようとするものである｡それに対し

て､アッギェ-エの旅は､インドの歌枕にあたる重要な旧跡を訪れてもそれに影響を受けて

代表作となるような詩歌を残すことはなく､むしろ見知らぬ地を踏むことで得られる一期
一会の出会いや体験を求めた旅を進めていったのだといえよう.

<両作の関連>

両作品の大きな相違点の一つは歌枕である｡芭蕉の東北の旅は歌枕を中心に行われたが､

アッギェ-エはただの旅人として旅に出掛け､歌枕のような場所などを訪れても詩をあま

り残さず､散文でもあまり語っていないようである｡

一方､古人の足跡を訪れた芭蕉は､古歌と関連っけたことを作品に記述し､自分でも歌枕

を題材に俳譜を作っている｡

70 ｢歌枕解説索引｣ 『奥の細道』角川文庫､ページ335
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第五節､両作に詠まれた歌

アッギェ-工はインドの文学界で高い評価を得た有能な詩人であり､当時の文学ジャン

ルで中心であった韻文と散文､両方に影響を残した人物である｡アッギェ-エは長い詩､短

い詩､チャンプ(ヴェ-ダに由来する散文と韻文により構成される詩)､ムックタグ(詩の

-つのジャンルであって､詩の節それぞれが独自解にものごとを語ることや情感を表すこ

とが出来る詩)などの様々な詩集を発表した｡

アッギェ-エは6行程の旅を集成し､紀行文の『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』を成

立させた｡インド北東部の旅を中心に執筆された本作は､インドでは珍しい作品であり､イ

ンド国内で見たもの､感じたものなどが散文と韻文の形式で描写されている｡詩人として評

価されているアッギェ-エではあるが､この作品の構成においては詩よりも散文の文量の

方が遥かに多い｡また､本作に収録されている詩は17篇のみであり､その上､その多くは､

サンスクリット語､ヒンディ一語､ウルドゥー語､英語といった様々な言語の詩の引用であ

る｡結局のところ､厳密には詩とは言えないチャンプ形式の詩を除外すると､アッギェ-エ

自身が詠んだ詩は5篇に過ぎない｡

本作の詩はアッギェ-エの紀行文を理解するのに役に立っと思われる｡序文に記録され

ている次の詩を見て行きたいo

(ヒンディ一語)

qT!奇術町珂葡奇弁　57TT耐罰示斤｣命　紺相済砥石爺東南輸/

師｢一冊警戒訂縛#/　翰曲aTTわ訂/命Z7T訂訂南街耶研一甲: 3TT57Tr/

37有卦脚打が泰即す!　簡博すオqw一命面舟　押有市で綿舟

柑: ̀ 3 舟 可 同 同 も 碕 町 可 す!' 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　"3 舟 可 四 円 て 鵡7TT qTF' 中 耳7

(釈)

パルシャルワ山には優しい松が立っていて､坂は情熱的に上り､川は眼下に流れる｡線のよ

うな川は痛みを感じているようだった｡巣で待つ小鳥のように｡ (この光景を)私の目はよ

く見た｡また来ると慰めた｡たとえ､何年経ったとしても｡地平線は目を開き､雷鳴は応え

たo ｢旅人よo覚えて置くぞ｣　　　　　『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ7

アッギェ-エは上記の詩で自然と人間の結び付きを表現しようとしている｡アッギェ-

エは､自分の詩の中に理想的な自然の風景を作って､その中に自分を入り込ませ､自然との

対話を記述した｡詩人は自分で措いた自然に離れがたい気持ちを抱き､また戻って来ること

を約束して､自然を慰めた｡けれども､この忙しい状況から､この理想の自然の中に再び戻

ってくることは難しいように思われた｡その苦悩は詩の最後の行で自然からの疑念を露に

した皮肉な質問という形をとって措かれている｡

またアッギェ-エは自然の中でも､とりわけ松に対して関心を持っていた｡本作品の3行

程の旅で次のようにも語っているo

(ヒンディ一語)
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iLfl研青野巧者和衷甲表す甲南耶同市吉卦軌･････乎命耶町

有37TqmT命加東モ町珊可古郡折衷口舌両町軸珂筒由耶打5,時師汀ぎ
J

南軸弓甲南緬軒扉打者輪3177giqqcqTlq田町繭何軒耶汀?.‥..
" 東 可 河 田 て757TT qTF' 寸 訂140 - 141

(釈)

ジョゲンダール･ナガールに着く前に､松の木が見えて来ることで､心が動き始めた(派

動した)｡大地から空の方に伸びる手のような松の周りで時間を過ごした人だけが､松の木

を見て言葉で表せないような情熱を心から湧き上がらせる｡

『 ア レ･ ヤ ヤ ワ/ レ･ ラ- ガ･ ヤ ー ド 』､ ペ ー ジ140-141

上記の文でアッギェ-エの松に対しての特別な感情を持っていることが理解出来る｡こ

の詩でアッギェ-エは彼独自の自然感を措写した｡

つづいて､アッギェ-エは冬の始まりにインドの西側の当時カイパル(現パキスタンにあ

る)と呼ばれていた地方に旅を進めたくなった｡冬のカイパルは厳しい寒さで､旅には適さ

ないのだが､アッギェ-エの心は熱烈に旅の魅力を求めているので､旅を進めることにした｡

その時､次の詩を執筆した｡

(ヒンディ一語)

触研町を輸!

印r f5-3TTq 可 官

軍柵折井由佃弔市町緬;
如訂両虎町野377T軒即｢即町

野, 3Tfb,

甲椅針術qT和す町
を痴態市河!甲耶｢軸南
面す司TrF泰等TF一号TF言阿蘇オ細

評可甲椅耶可一可南T,甲市岡甲

3TeF 等Trf5 筒 百 両qTW

`̀ 3舟可四円て757TT qT訂'すす38

(釈)

世界中で起きている変化よ　　　　　　その法則だけを信頼している｡

我々はそれに慣れているから大丈夫　無限のものよ!その絶え間ない脈動

全静脈から伝送する生命　　　　　　　世界中のあらゆるものの目を開き

常に､世界の闇を拓くもの　　　　　　真実はあなたの国の旗印､それを守る者よ

国王と貧民は　　　　　　　　　　　　永遠に変えることの出来ない法に従う

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ38

アッギェ-エは上記の詩を通して世界中で起きている変化を措写しようとしている｡季

節の変化は､世界の変化に変り､やがてアッギェ-エは世界中に変化を起こしている法則に

対して､自分の詩で敬意を表している｡

変化を引き起こす力には王族も貧民も従わざるをえない｡アッギェ-エはその力-の信

頼を示し､真実の旗を持つその力があるからこそ､世界中の闇がなくなり､全ての人類が生

き続けることができるのだと伝えようとした｡

続いて､アッギェ-エは旅の途中､アムリトサルという町を訪れた｡かつてイギリス政府

160



に対するインドの独立運動に参加していた時には､アッギェ-エは偽名を使い､この町で身

を潜めながら､銃を修理する工場を作ろうとしていた｡けれども､旅をしている時点では､

自分はかつての敵のイギリス政府の下で働いている｡

そのことを考えつつアッギェ-エは､次の詩を詠んだ｡

(ヒンディ一語)

如 市 町 訂3Tq* 市 町 　 　 　 碕 阿 南 石 打 市 田; 　 　3 舟 敵 国 可｢ 斉3W

簡 す ぎ 亨 訂3TqW; 　 　 　 　7T# 3Tr& ぎ 珊 　 　 　 　 両 町 市 てqTa 軸 町!

`̀ 3Tt 可 同 何 て7577T qTF', 句 す40

(釈)

我々の行いは我々の行いではない｡我々は､我々のことを知らない0

我々は影に名前を付けられているだけであるo我々の中にはそれを信じさせるものがあ

る｡我々は､それを捨てることで｡本当の自分を見つけていく｡

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ40

アッギェ-エの上記の詩は人生に対しての不満を括こうとしている｡かつての敵は仲間

になり､逆に仲間が敵になるという運命は､人間の換作できる範囲にはないだろうという意

識が見られる｡更に､人間はこの世でただ与えられた役割を果たすだけであり､自分自身で

役割を選ぶ力はないという悩みを括写している｡

クングワタンというところでは､小雨が降っていて､日も暮れる頃だったので､周りには

奇妙な寂しさが広がっていた｡アッギェ-エの宿の近くにある石は夕日で赤く染まってい

た｡いつも美しく見える松も黒い影になっていた｡この情景はアッギェ-エの心をいかにも

悩ませ､次の詩を詠んだ｡

(ヒンディ一語)

筒町有郁すぎ町?,簡弓

珊町軒市で市町赦

(釈)

夜の後には､日が昇るが

理由もなく突然黙り込み

さす甲訂滑河部面市

繭前輪筒訂耶転..
`̀ 東 可 同 何 て757TT qTF'申す107

太陽を沈むのを見て

光を悲しげに見送るのだ｡

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ107

詠んだ詩は､アッギェ-工の悩みを表している｡明けない夜はないことは分かっていて

も､夜が近づいてくると寂しさが感じられるのだ｡これは､夜が空虚さをもたらすためであ

る｡

それに対して､アッギェ-エは､ ｢ニシャ､原:触Tr､訳:夜｣が悲哀を､ ｢ウシャ､原:

写す｢､訳:日｣が喜びを表すものだとして､自分を納得させているo　ニシャの暗黒や闇の後

には､ウシヤの光や明るさが来ることは明白であるように､心にわき出る苦しみも波のよう

なもので､沈めば次には幸せの感情が浮かび上がってくるものだ､と述べている｡
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『奥の細道』は歌枕を巡ることを主な目的とした旅の俳許紀行であり､旅で訪れた場所や

出会った人 ､々そこで感じた寂しさ､悲しさ､嬉しさといった感情などが歌われている｡

本節では､ 『奥の細道』における､芭蕉以外の俳人､歌人が詠んだ句を除き､東北の旅で

芭蕉が詠んだ俳句だけを筆者の考察で論じて行きたい｡

更に､芭蕉の句は基本的に三つの題材に区分できるo歴史､自然､芭蕉本人の感情であるo

歴史は､著名な文学者や歴史上の人物､文学的モチーフを題材としたものである｡伝統的

な文学を再構成することで､それらをより洗練させるものとなっている｡同時に芭蕉､ある

いは当時の文学者の学識を読み取ることができる｡

自然は､旅の中で目にした雄大な自然や季節の変化､様々な動植物といったものを題材と

しており､芭蕉の旅先で目にした事物のスケッチという意味合いが強い｡そこに芭蕉自身の

関心や興味などが盛り込まれることもある｡

芭蕉本人の感情は､自身の所感を句の形にして書き残したもの､という形式であり､これ

もまた旅先で感じたことや感情の動きなどをスケッチしたものという意味合いが強い｡

これらの分類に全ての句が厳密に当てはまるということはなく､複数の題材が組み合わ

さっていることも多い｡しかし､句の主題は概ね､いずれかの分類に収めることは可能であ

り､以下の考察においては､とりわけその主題が明確に表現されているものを選択して論じ

ることとした｡

それでは､本題に入りたいo

●　歴史を描写する句

芭蕉の歴史に対する関心の中心は､著名な歌人と戦いに敗れた武人の最期に向けられてい

るoそのため､歌人に対する敬意を作品で表する意思を読み取れる｢笠島はいずこさ月のぬ

かり道｣､平泉で詠まれた歌を中心とした武人の末路を悼む｢夏草や兵どもが夢の跡｣ ｢五月

雨の降り残してや光堂｣ ｢むざんやな甲の下のきりぎりす｣､また類似したモチーフとして権

力に振り回された美女を謡った｢象潟や雨に西施がねぶの花｣といった句に芭蕉の作家性を

読み取ることができる｡

それでは､例の句を個々に論じて行きたい｡

･笠嶋はいづこさ月のぬかり道

芭蕉は鐙摺や白石の城を渡り､藤原実方の墓を探して､山のふもとの蓑輪と笠島という村

にあることが分かった｡けれども､五月雨で道が大変ぬかるんでしまったので､芭蕉は行く

のを止めた｡そこで､蓑輪･笠島の地名は蓑･笠と雨が関係し五月雨に関係していると記述

し､次の句を詠んだ｡

笠嶋はいづこさ月のぬかり道

芭蕉は笠島を訪れる前の夜に飯塚に泊まり､病気でかかってしまった｡それにも関わらず

旅を続け､笠島に辿り着いた｡ここで古くから伝えられている藤原実方の塚を訪ねようとし

たが､五月雨の降り続いてぬかるんだ道は歩けなかったので､上記の句を作った｡

この句において､芭蕉の心情がもっとも強く表れている部分は｢いづこさ｣という問いか
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けである｡ ｢笠島｣は､実方の墓を表す表現であり､実方に対する感情を示しているといえ

る｡

･桜より松は二木を三月越し

芭蕉は歌に良く詠まれた武隈の松の木を訪れ､大いに喜んでいる｡二本の股に分かれてい

るこの松は､古人にも詠まれ､芭蕉憧れの松であった｡更に､門人の挙白も松を訪れること

を勧める俳句を詠んだので､その返歌として芭蕉は次の句を作った｡

桜より松は二木を三月越し

芭蕉は門人の句に対して上記の句で応えた｡門人の俳句に詠まれた通りに､芭蕉は桜に導

かれて､二木の松を見ることが出来たoそこで､芭蕉は､私を待っていたのは桜ではなく二

木の松で､これを三月越しにようやく見ることが出来たと詠んだ｡

ここで､芭蕉は桜を松と比較して松の執着を感じている｡なぜなら､三月の時点では､す

でに桜が散っており､芭蕉を待つ松の姿に感動したためであるoそれ以上に､この二木の松

は能因ゆかりの松であるという事情が芭蕉により強い愛着を抱かせる要因となっているの

である｡この句は､そうした芭蕉の重層的な感情が表現されているのである｡

･夏草や兵どもが夢の跡

『奥の細道』で措かれた平泉は､歴史的に重要な場所の一つであり､奥州藤原家の名誉は

夢のように消えたしまった｡藤原氏の城は､守りやすい土地で､守りも堅く､兵の意志も強

かったが､結局は陥落してしまった｡今は跡しか残らないと芭蕉は嘆き､涙を流しながら次

の句を詠んでいる｡

夏草や兵どもが夢の跡

上記の句は藤原氏の歴史を描写している｡藤原一族の栄華も､勇猛な武士も､一時の

もので､今となっては芭蕉の前に広がる夏草に埋もれるばかりである｡このような強力

な存在が､一時的なものに過ぎず､今では､夢のように滅んでしまったことは信じがた

いものである｡芭蕉もまたそうした現実に衝撃を受けている｡

･五月雨の降のこしてや光堂

平泉に着いた芭蕉は清衡､基衡､秀衡三代の頭首たちの像がある経堂を訪れる｡その経堂

は､門は崩れ､柱は倒れ､財宝も失われてしまったが､四方の外側に建てられた塀で光堂は

千年先も遺跡として残されると芭蕉は記述し､次の句を作った｡

五月雨の降のこしてや光堂

毎年の五月雨によりあらゆるものは朽ちて崩れた｡けれども､五月雨はこの光堂だけには

降らなかっただろうか｡さすがの光堂は五月雨を避け､昔のまま華やかに残されている｡こ

れは藤原一族が滅んだとしても､変らないものがるということでもあり､また藤原一族の栄

光が語り継がれることの象徴でもある｡
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･象潟や雨に西施がねぶの花

江山水陸の美しい風景を見てから訪れた象潟の美は､芭蕉の心を動かした｡酒田の港から

東北の方-出て十里を歩き､夕方になってようやく象潟の村に着いたが､砂煙と雨で鳥海山

が隠れていた｡雨に降られながら暗い道を歩き､雨の晴れた後の美しい景色を期待して､芭

蕉は次の句を作ったと思われるo

象潟や雨に西施がねぶの花

上記の句は芭蕉が象潟で雨に煙る風景を眺めて見えた､象潟の入り江の岸辺に咲くねぶ

の花に雨が打たれる様を芭蕉は詠んだ｡ここで､象潟の雨で咲くねぶの花は､中国の悲劇的

な運命を辿った西施という美人の目が寂しさで､半分閉じられている様に見立てられてい

る｡

･むざんやな甲の下のきりぎりす

芭蕉は金沢を通って､小松に着いた｡ここの多太神社を参拝し､斎藤別当実盛の遺品であ

る甲･錦などを見た｡これらは源氏に属したとき義朝公より賜わったという説がある｡甲に

は菊が彫られていた｡実盛が死んだ後､木曾義仲は樋口の次郎に甲と願状を持たせ､この神

社に遺品を納めさせたのである｡芭蕉は実盛の甲を見て下記の俳句を詠んだ｡

むざんやな甲の下のきりぎりす

かつて実盛が白髪を染め､この甲をかぶって勇戦したが､今はその甲の下であわれを誘う

ようにきりぎりすの声が聞こえているということを詠んだ芭蕉は､実盛の甲に対する感動

を表現している｡芭蕉は展示してある甲の下で鳴いているきりぎりすが､昔､犠牲になった

実盛を悼んでいるのだと考えているo　きりぎりすの姿は見えない鳴き声がその情景に趣を

与えている｡

●　自然を措く句

自然を読んだ句は芭蕉の見聞きした情景を描写することが目的とされており､河や海､

山､星空といった雄大な自然と､草花や動物といった素朴で繊細な自然とに分類を細かくす

ることはできる｡とりわけ最上川や涼風を詠んだ句が複数見られるが､これらは自然のスケ

ッチや感想のようなもので､その詩情は比較的素朴なものである｡そうした中にあって､ ｢閑

さや岩にしみ入蝉の声｣は語り尽くされたところはあるものの､芭蕉の世界認識を読み取る

ことのできる句ではあるだろう｡

それでは､立石寺に詠まれた句を語って行きたい｡

･開きや岩にしみ入蝉の声

芭蕉は人々の勧めで山形領の立石寺を訪れた｡寺は古い松と槍で囲まれ､土や石に苔が覆

っていて､物音があまり聞こえなかった｡その優れた風景の静寂さで芭蕉の心が澄み､次の

句を詠んだ｡

閑さや岩にしみ入蝉の声

芭蕉が夕方に立石寺を訪れ､全山は物音が一つも聞こえず､静寂さの中でただ蝉の鳴き声

164



だけが岩にしみ透るように聞こえた｡この俳句は『奥の細道』でよく知られている句であっ

て､句に出る｢閑さや｣は端的な表現であり､また｢しみ入る｣は一節に深められていく静

けさが感じられると読み取られる｡また､この句は､僧としての芭蕉の姿が浮かび上がって

くる句でもあり､立石寺を建立した慈覚大師に対する敬意の表現もあり､その｢閑さや｣が

仏教の修行の比橡でもあるということでもある｡

●　芭蕉本人の感情を表す句

旅先で出会った物事に対して､芭蕉がどのように感じたかを詠じた句であり､心情を発句の

形で表現したものということになろう｡ ｢草の戸も住み替はる代ぞ雛の家｣ ｢行く春や鳥噴き

魚の目は滑J ｢あやめ草足に結ん草笹の緒｣ ｢今日よりや書付消さん笠の露J ｢蛤のふたみに

わかれ行秋ぞ｣などは芭蕉の人間関係をきっかけに引き起こされた感情の表現であり､論じ

る価値があるものである｡

それでは､芭蕉の感情を表す句を次のように語って行きたい｡

･草の戸も住み替はる代ぞ雛の家

芭蕉は『奥の細道』の冒頭で､上記の句を家の柱に掛けた｡芭蕉には妻も娘も持たなかっ

たため､この草庵は雛の祭とは縁がなかったであろう｡けれども次の住人が自分のような世

捨て人とは異なり､雛祭りの時雛を飾った家にするだろうと芭蕉は考えていた｡

松尾芭蕉が隅田川のほとりにある芭蕉庵を出た時に詠んだ上記の俳句は､彼にとって非

常に重要な意味を持っている｡命がけの創作の旅と江戸に残してきた家族の思い出と親戚

を思う心情を取り合わせることにより､そのはぎまで葛藤する芭蕉の苦悩を表現している

のである｡時代を振り返ってみると､ここでは長男次郎兵衛と行く最後の旅の途中､妻の寿

卓が芭蕉庵で息を引き取っていたともいわれる｡

･行く春や鳥瞬き魚の目は洞

芭蕉が旅に出る時､友人や知り合いが集まり､千住まで芭蕉を送った｡そして､千住で

芭蕉は彼らと別れた｡その別れの心情はどのようなものであったか､芭蕉の言葉を読んで

みよう｡

｢又いつかはとこころぼそし｡むつましきかぎりは宵よりつどひて､舟に乗て送る｡千住

というところにて船をあがれば､前途三千里のおもひ胸にふさがりて､幻のちまたに離別

の滑をそそぐo｣と次の俳句を詠んだo

行く春や鳥噴き魚の目は洞　　　　　　　　　　｢旅立ち｣ 『奥の細道』角川文庫

友人が芭蕉を千住まで送ってくれた後､彼の心は別れの気持ちと同時に行く春の寂しさ

に感動していた｡春の行くことは鳥や魚も感じている｡そして､鳥は悲しみ､魚の目にも涙

が浮かぶと詠んだ｡芭蕉はここで友人と離れ､二度と会うことは出来ないかもしれないと思

い､寂しさを感じたのであるoそれは芭蕉と友人の関係が親密であったためであるo

芭蕉が千住で友人たちと離れる時述べたのは｢親しくしてきた門人･知人たちはここで離

別するのである｡別れを惜しむ滑を流すのである｣という言葉で､それから上記のような俳

句を詠んだ｡この俳句は友人関係の表現でもある｡出発の際､人々との別れの挨拶の最中､
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芭蕉は人知れず洞をながす｡この洞は心の中で友人を心配して流した芭蕉の滑なのである｡

･あやめ草足に結ん草茸の緒

芭蕉は名取川を渡って､仙台に到着し､画工加右衛門というものを訪れた｡風流が分かる

加右衛門は芭蕉が仙台に泊まった期間､現地の色々なところを案内したり､別れる時紺の染

緒をつけた草軽二足を倹したりした｡贈り物として草軽をもらった芭蕉は次の句を詠んだ｡

あやめ草足に結ん草軽の緒

上記の句に詠まれた草軽は仙台の名産であり､草軽の緒にあやめを結びつけけて､旅中の

健康を願うものでもある｡更に芭蕉は加右衛門の風雅を認め､彼の贈物に応えて俳辞を作っ

ている｡これは二人の親しい関係の現われでもある｡

･一家に遊女もねたり萩と月

旅を続けて芭蕉は市振に到着する｡ここで家を借りて夜を過ごしている最中､隣の部屋か

ら若い女の声と年寄りの男の声が交じって聞こえた｡女性は新潟の遊女で､伊勢神宮の参拝

に向かい､男は市振まで送ったのである｡翌朝､その遊女は芭蕉に向かって､同行を依頼し

たが､芭蕉はその依頼を断り､次の句を詠んだ｡

一家に遊女もねたり萩と月

同じ旅の宿に遊女と泊まり合わせたエピソードは虚構とも言われ､俳許を分析していく

と､上記の句は芭蕉と遊女の比較を描写するものである｡空には月が照っているのに対して､

萩は庭に咲くものとする｡それはそのまま遊女と自分との象徴したものである｡更に､月は

唯一のものであり､それに対して萩は有り触れたものであるという対比も含まれているoそ

して､苦労を味わう旅人と､若い遊女との対照を､芭蕉は社会的な格差を批評的に措いてい

るといえよう｡

･■今日よりや書付消さん笠の露

芭蕉と曾良は山中まで一緒に来たが､曾良は腹の病気で伊勢国長島の親戚を頼って伊勢

に行った｡そこで行く者の悲しみ､残る者の残念さの状況は雲間に迷うようであるという感

情にふれて､芭蕉は下記の句を詠んだ｡

今日よりや書付消さん笠の露

この句は､二人旅を示す書付が露で消されてしまう様を描いているが､無論､それだけ

を意味するものではない｡その二人旅という言葉には､曾良との旅という意味が込められ

ているのだ｡

この旅で曾良の知識は芭蕉にとって極めて役立っものであった｡ ｢室の八島｣でも神を

説明したのは神道を学んだ曾良である｡白河の関･松島･平泉･象潟･金沢を経て､山中

で腹を病んだ曾良は芭蕉に別れて先行し､芭蕉は曾良と別れ独りとなった｡曾良と離れた

悲しみ､そして､独りきりになった心細さは､一人旅の寂しさをより深いものにした｡芭

蕉はこれまで｢同行二人｣で旅してきたのだが､今日から旅は一人で歩まなければならな
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い.大聖寺でのたった一夜の離別を芭蕉は｢一夜の隔て､千里に同じ71｣との言葉で記し､

心の悲しさを示している｡

･終宵秋風聞やうらの山

芭蕉は山中にいたときに同行の曾良が腹を壊し､伊勢長島の親戚に助けを求めた｡曾良は

｢先に師と別れて旅立って行くのだが､歩く途中死ぬかもしれない｡もし死んだなら折から

季節の萩の花の咲いている美しい野原になると思うのである72｣と俳句で述べている｡

その後､芭蕉は大聖寺という城下町の近くの全昌寺という寺に一泊する｡ここはまだ加賀

の地であるo曾良も前夜ここにいたo　その場で､芭蕉は次の句を作っている.

終宵秋風聞やうらの山

芭蕉は曾良と別れて一人となった0 -人で旅をするのは寂しく､ ｢旅は道連れ｣というこ

とわざがこのときふと出てくるo昨夜はこの寺に泊まって一晩中裏山に吹く秋風を聞いて

いた｡たった一夜隔てただけなのに千里も遠く離れたような気がしたo秋風を聞きながら休

んだ｡

芭蕉は生涯のうちに何度も親しい人と離れ離れになっている｡ここで芭蕉が使った表現

は柔らかなタッチである｡旧暦三月末に江戸を発って四ケ月になる｡その間､苦楽をともに

してきた弟子の曾良の病を知った時､思わず悲しみが込みあげた｡しかし､感情を抑えた表

情であるo　この旅がきっかけで曾良との師弟関係は深くなり､翌年(1693)の旅にも同行し

た｡

･蛤のふたみにわかれ行秋ぞ

松尾芭蕉は友人の等栽と共に種の浜に行き､寺では一日のことを等栽に書かせて､露通に

帰ってきた｡そして美濃国の大垣に着く｡ここで伊勢から来た曾良と再会する｡大垣では芭

蕉の親しい人々が一日中訪ねてきた｡芭蕉は彼らと会って､長旅からの無事と旅路の辛苦や

疲れをも労われ､まさに生き返ったような気がした｡このように何日間か過ごして､また伊

勢の方に進もうとしたとき以下の句を詠んだ｡

蛤のふたみに分かれ行く秋ぞ

離れがたい蛤のふたと身が別れるように､見送る人々と別れがたい感じがする｡ここで

人々と別れて､芭蕉は伊勢の方に行き､終わろうとしている晩秋が一層身にしみて感じられ

ることである｡

この俳句は芭蕉の親しい人や見送る人々から離れがたい気持ちを蛤のふたみを通して伝

えようとしている｡旅の出発のときは春だったが､今は秋も行こうとしている｡それと同じ

く我々も､ふたみが浦の蛤ではないが蓋と身に別れて新たな出発するのだ､と芭蕉は自分の

友人関係を詠んだのだ｡

71 ｢全昌寺J 『奥の細道』角川文庫､ページ55

72 『松尾芭蕉集』小学館､ページ380
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<両作の関連>

『奥の細道』は俳誰を作る旅でもあったのに対して､ 『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』

は散文を中心に韻文も掲載されている紀行文である｡

アッギェ-エは作品の中自然､情感､人生などを措写した｡他方､芭蕉も訪れた地域の自

然､人間､感情などを詠い表した｡

第六節､両作に措写された人々との繋がり

『奥の細道』は芭蕉の人と人との触れ合いの旅でもあるが､アッギェ-エの紀行文はそれ

とは違って､限られた人としか交流できなかった旅であった｡その理由の主な要素は次のよ

うである｡

(i)この紀行文では､インドの独立運動で巻き込まれた地域も訪れたからである｡

(ii)アッギェ-エがイギリス軍に属したことで､一般人と交流することが出来なかった

からである｡

(iii)アッギェ-エの個人生活も混乱していたので､芭蕉のように友人や生徒などを作る

ことが出来なかったからである｡

三番目が一番重要であるo詳細に見ると､アッギェ-エの個人生活の混乱は､いくつかの

要因に基づくoアッギェ-エの最初の結婚生活はあまり長く続かず､再婚するも子供をもう

けることはなかった｡インドの独立運動に参加したことで約6年に及んだ軟禁生活は交友

関係に悪影響を与え､独立運動に参加した友人達はアッギェ-エがイギリス軍に属するこ

とで次々に離れていった｡ 1946年の初め､アッギェ-エは軍隊を辞めたが､その同年には

父ヒーラーナンド･サーストリーも亡くなっている｡このようにこの時期のアッギェ-工の

人生は孤独に満ちていた｡

それでも､アッギェ-エは旅の途中で現地の人々と交流を持つこともあった｡その人々の

特殊な風習や特徴を取り上げ､以下に論じていきたいo

アッギェ-エの旅は6つの行程に分割することが出来るが､その行程で最も交流の多か

った旅として取り上げられるのは､第六行程である｡これは､インドの東側にあるアッサ

ム州の奥まで旅した行程である｡

この旅では､アッギェ-エは小さい象に乗り､アッサム州のアウニヤティという村に出か

けていった｡村長はゴーサイという名前で呼ばれ､村を守る傍ら､宗教師の役割も果たして

いた｡アッギェ-エが訪ねたゴーサイは300人以上の生徒を持ち､アッギェ-エとサンスク

リット語とヒンディ一語を織り交ぜて会話した｡話が終わると､アッギェ-エに生徒たち-

世界の現状について講義するように依頼した｡問答の形で始まった講義は2時間も続いた｡

その後､皆で伝統的な土器で食事をし､また馬のような小さな象に乗って帰った｡

アッギェ-エは村長であるゴーサイと交流し､自分の学者としての学識を示したのであ

った｡それを感じ取ったからこそゴーサイは､アッギェ-エに生徒たちに世界の現状を講義

するように依稀したのである｡ここで､アッギェ-エの立場は､文学者であると同時に､様々

168



な知識を持つ学者であると認識されたのである｡しかしながら紀行文では､アッギェ-工と

ゴーサイの生徒たちの間に行われた講義の内容などは記録されていない｡

同じ行程で､アッギェ-エは他の村にも向かっている｡その村は､ダクシナパットという

名前で知られ､近代化はまだ迎えていなかった｡ 10マイルも離れた柑-向かうためにアッ

ギェ-エは早朝に大きな象で出かけた｡大きな象に乗ったアッギェ-エは､林や背の高い草

原などを通っていったが､突然､象は蛇を見かけ､暴走を始めた｡大きな象を抑えることは

難しく､象使いとアッギェ-エは30分近く苦労した｡

ダクシナパットに着いたアッギェ-工は､直接ゴーサイのところを訪れ､食事をしなが

ら､色々な話をした｡ 50人の生徒を持っているこのゴーサイは､外部の人間はこの地域の

文化などにあまり興味を持たないことに悲観的になっていた｡それを聞いたアッギェ-エ

は､自分が文化や風景などに興味があるからこの地域を巡っていると慰めた｡アッギェ-エ

に感謝したゴーサイは帰りに土産も持たせた｡

この二番目の村長は､自分の杵と外部との文化的交流を求めていた人物であった｡しか

し､それに応じる者がいなかったことを残念に思っていた｡けれども､アッギェ-エと出合

った時､アッギェ-エは文化人だということが分かり､交流の望みを真剣に話し合ったので

ある｡

更に､アッギェ-エはグラムラという村に出かけようとしていた時､彼を引き止める声が

あった｡それを不思議に思ったアッギェ-エは理由を尋ねると､ 1942年にインド独立運動

で秤のゴーサイが拘束されたことがあるからと答えた｡けれども､アッギェ-エはそのこと

にあまり気を払わずに相に出かけた｡

アッギェ-エが村に着くと､村人はアッギェ-エを不審者として取り扱ったが､アッギェ

-エの友好的な態度や性格は村人の態度を軟化させ､最終的に彼らは色々なことを話し合

った｡その話の中で､村が直面している問題などもアッギェ-エに伝え､アッギェ-エはそ

れを解決する約束をして帰ったo

文化的な交流していたアッギェ-エは他人にグラムラ村に行くのを避けるように言われ

た｡けれども､アッギェ-エはその村を訪れ､友好的な交流で村人にある外から孤立の感覚

を無くすことが出来た｡

上記の例は､アッギェ-エが旅の途中に文化や伝統を初め､幅広く交流を行う中で得ら

れた出会いである｡それにより､インドの東側の奥地に住んでいる人々の伝統や文化など

の様子を読者にも伝えることで､失われていた地域同士の結び付きを回復した｡

個人との出会いから異なる文化に触れる例も作品では措かれている｡アッギェ-エは第

六行程の旅は､ブラマプトラ川の辺から始まった｡川の辺にある船に乗り､船員も熱心に川

の流れに沿って船を漕ぎ始めたoそのとたん､向かい風が吹いてきて､船の動きを妨げたo

船員は何もできず､愛想笑いを浮かべ､ ｢弔　緬荷(問題ない) ｣と言ったoアッギェ-

エも船員に賛成の意を見せると彼は船に腰をかけてタバコを噛み始めたo　アッギェ-エは
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このことを次のように語っている｡

(ヒンディ一語)

召市河rd77T野師?/耶7736qT赦軒訂簡帯締計写す筒で命を耶汀

南郁町繭軒碕繭弔辞繭可部打許可身命師酔?,銀河打訂市田r

q% 諦 繭 訂 由r 可 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　"37t 可 同 何 て757TT qTF や す194

(釈)

アッサム州の人は良く笑う｡障害に直面した時はもっと笑う｡なぜなら､障害を障害だと思

わないからであるし､それは仕事をしなくても済む工夫だからである｡もし､仕事をする必

要がなければ､笑った方が良いだろう｡ 『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤド』ページ194

川の流れの途中､止まってしまった船は､船員にとって､休憩の時間であり､タバコを噛

みながら､アッギェ-エにあまり心配する必要はないという態度を見せた｡この性格は､船

員だけが持っていることではなく､アッサム州に住んでいる多くの人々に共通するもので

あった｡これは､アッギェ-エにとって､文化的衝撃であり､未知のものであった｡インド

の他の地域は､障害に直面した時非常に活発に動くのに対して東インド人の性格は独特だ

とアッギェ-エは語っている｡

一方､芭蕉の『奥の細道』は人々の関わりの紀行文であり､その中には､多くの人間の姿

が措かれているoだが､その人々と松尾芭蕉との関わりは一様ではなく､その分類を以下の

表にまとめた｡登場した人物と松尾芭蕉との関係性は下記のようなカテゴリーに分類でき

る｡

『奥の細道』で芭蕉が出会った人物表

人 物 注  ｩ ﾉ Z 艚 Ā Ā Ā

俳 人. 門 人 ﾉ|zI9 从zIIYzH 耳Hｷi¥IEhIfｸ 釟BĀĀĀĀĀ

等裁､露通､越人､浄法寺桃雪､桃翠 

そ れ 以 外 の 人 兒xﾍﾈﾛhnZH*8,ｺH 嚢nZImｩm9d 蹕BĀĀĀĀĀĀ

若者､遊女 

上記の表で｢俳人･門人｣としてあげたものは､松尾芭蕉と直接関わりがある俳人と門人

であり､ ｢それ以外の人｣に示したものは様々な人物が含まれるが､その中には特殊な外見

や職業という特徴を持っている人間もいるo

つぎに､これらの表の中の人物を『奥の細道』に沿って､論じていきたいo

｢アJ (俳人･門人)

『奥の細道』では多くの人物が登場するが､ここで取り上げる人物は芭蕉と直接交流があ

った俳人･門人だけを対象とする｡それは､この人物は『奥の細道』の前後に交流があって､
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芭蕉との関係の親密度も比較を通じて掴むことができるからである｡対象とする人物を以

下に論じていくものとする｡

●　旅立ちで登場した人物(友人一知人)

芭蕉は『奥の細道』の旅を江戸から開始し､船で千住に辿り着いた｡友人たちも同じく深

川から乗船し､千住で芭蕉が旅立っ姿を見送った｡芭蕉は『奥の細道』で友人たちとの別れ

の場面を著している｡角度を変えてみてみると､芭蕉は千住で友人たちとの別れの場面から

『奥の細道』を書き始め､大垣での友人との再会の場面で作品を完結させている｡

前述したように芭蕉は千住で友人たちと別れたoその際､彼の心に浮かんだ言葉について､

『奥の細道』に書かれたくだりを読んでみることにしよう｡

<原文>またいつかはと心細し｡むつまじき限りは宵よりつどひて､舟に乗りて送る｡千

住という所にて船を上がれば､前途三千里の思ひ胸にふさがりて､幻の巷に離別の涙をそそ

ぐ｡

行く春や鳥鳴き魚の目は洞

これを欠立の初めとして､行く道なほ進まず｡人々は途中に立ち並びて､後影の見ゆるま

ではと､見送るなるべし｡　　　　　　　　　　( ｢旅立｣ 『奥の細道』角川文庫)

千住での送別の後､芭蕉は､親友たちと別れる心境を､去りゆく春を残念がる心情の比橡

で表現している｡春の過ぎて行くことは無心の鳥や魚も感じている｡鳥が悲しく鳴いて､魚

の目にも涙が浮かぶ､と芭蕉は詠んだ｡芭蕉はここで､別れた親友といっ再会できるだろう

かと思い､寂しさを意識した｡芭蕉が千住で友達たちと離れる折に述べたのは､ ｢千住とい

ふ所にて船を上がれば､前途三千里の思ひ胸にふさがりて､幻の巷に離別の涙をそそぐ73｣

ということであるo出発の際､人々との別れの挨拶の最中､芭蕉は落涙するoこの涙は目に

は見えない涙である｡芭蕉の友人に対しての強い感情を示している箇所であるといえよう｡

●　須賀川にて登場した人物(等窮､可伸一瑠F人)

芭蕉は白河の関を越えて須賀川の駅長74である等窮を訪ねた｡等窮は俳号であり､彼の本

名は伊左衛門である｡昔､江戸に住んでいて､芭蕉の友人でもあった｡須賀川村は幕府に直

接管理され､北陸でも繁栄した土地であった｡当地には等窮をはじめとして多くの俳人がい

た｡芭蕉は夜になると旅の疲れも忘れて連句の会を開催した｡ 『奥の細道』の本文によると､

<原文>須賀川の駅に等窮といふ者を尋ねて､四五日とどめらる｡まづ｢白河の関いかに

越えつるにや｣と問う｢長途の苦しみ､身心疲れ､かっは風景に魂奪はれ､懐旧に腸を断ち

て､はかばかしう思ひめぐらさず｡　　　　　　( ｢須賀川｣ 『奥の細道』角川文庫)

白河の関は奥羽の関門として古来､歌にも多く詠まれているところである｡そこで等窮

が白河の関を越える際の句について尋ねた後､芭蕉は下記の句を詠んだ｡

73 ｢旅立ちJ 『奥の細道』角川文庫

74　鎌倉時代以降発達した旅客を宿泊させるところ｡
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風流の初めや奥の田植歌

田植歌は芭蕉が出会った､北国の地の歌の発端であった｡陸奥の名所･旧跡などを探ろう

とする芭蕉にとって､陸奥の風流の第一歩は田植えの歌から始まったoこれは芭蕉が､奥羽

の田植唄に最初の風流を見出したものである｡

芭蕉は須賀川で旧友の等窮宅に宿泊した｡二人は江戸で知り合った旧知の間柄で､芭蕉の

この旅に当たって､その関係が更新され､須賀川にある多くの俳人が紹介されたのである｡

また､須賀川で可伸という世捨ての僧とも相知った｡ 『奥の細道』の本文によると､

<原文>この宿の傍らに､大きいなる栗の木陰を頼みて､世をいとふ僧あり｡橡拾ふ太山

もかくやと聞かに覚えられて､ものに書き付けはべる､その詞､栗といふ文字は､酉の木と

書きて､西方浄土に便りありと､行基菩薩の一生杖にも柱にもこの木を用いたまふとかや.

世の人の見付ぬ花や軒の栗　　　　　　　　　　( ｢須賀川｣ 『奥の細道』角川文庫)

栗の花は世の人にあまり目立たないものであるが､この花を愛し､軒に咲かせていたこの

庵主人も､世を避け､人々に隠れ住んで､世の人の目にとまらない人であるという俳句を詠

んだ｡これは､人目につかない地味な栗の花を比聡として用いて､可伸という人物を表現し

た句であると考えられる｡

曾良日記にも｢二十四日昼過ヨリ可伸庵ニテ会有75｣と記入され､可伸庵で連句の会が開

催されたことが分かる｡

芭蕉は須賀川で可伸と出会って､栗の下に庵に住むこの人物は芭蕉にとって､西行のよう

な世捨て人であり､句会に参加したことで､文芸を知る人だと紹介している｡可伸は芭蕉に

とって新しい仲間であり､蕉門の新人ということでもあった｡

●　尾羽沢にて登場した人物(清風一俳人)

芭蕉は尿前の関を越境し､ 『奥の細道』の道中､最大の難所といわれる出羽越えをおこな

ったoその途中で､尾花沢で鈴木清風を訪問し､十日間留まったo

清風は談林派の伊藤信徳に師事し､清風と芭蕉は､同じ談林派の俳人を通じ知り合った｡

『奥の細道』の旅での清風訪問は､二人の交友関係をより深めるものとなった｡芭蕉は『奥

の細道』の中で清風について､次のように記している｡

<原文>尾羽沢にて清風というものを尋ぬ､かれは富めるものなれども､心さしいやしか

らず｡都にも折々かよひて､さすがに旅の情をもしりたれば､日比とどめて､長途のいたは

り､さまぐにもてなし侍る｡

涼しさをわが宿にしてねまるなり　　　　　　　( ｢尾羽沢｣ 『奥の細道』角川文庫)

清風は､芭蕉を何日間か私宅に引き留め､熱心にもてなした｡芭蕉は寛いだ気持ちになり､

我が家にいるかのような｢涼しさ｣を感じた､と述べている｡さらにこの句には､清風-の

感謝の念も含まれていると思われるo清風は芭蕉の滞在中､連句の会を催し､歌仙二巻を巻

75 ｢曾良随行日記J 『奥の細道』角川文庫､ページ265
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いた｡ 『奥の細道』に見える上記の句も､句会で詠んだ発句である｡このように二人の交流

には､単に文学に止まらず､人間と人間とのつながりが見られ､豊かな人間関係が築かれて

いたといえようo

●　金沢にて登場した人物(一笑一俳人･蕉門)

元禄二年､卯の花山76や倶利伽羅峠77を超えて､芭蕉は7月15日に金沢に入った｡自分の

到着を一笑に知らせようとした芭蕉は､そこで初めて､既に一笑が亡くなっていた事実を知

った｡ 『奥の細道』の本文によると､次のように語られている｡

<原文>卯の花山･倶利伽羅が谷を越えて､金沢は七月中の五日なり｡ここに大阪より通

う商人何処といふ者ありoそれが旅宿をともにす0 -笑といふ者は､この道に好ける名のほ

のぼの聞こえて､世に知らせる人もはべりしに､去年の冬早世したりとて､その兄追善を催

すに､

塚も動けわが泣く声は秋の風　　　　　　　　　　　( ｢金沢｣ 『奥の細道』角川文庫)

金沢で示されたこの文章は､芭蕉と一笑との関係を考えるうえで重要な手がかりになるo

蕉門に入門していた一笑に対する芭蕉の親愛は深く､芭蕉は追善の句会で上記の句を詠ん

で悲嘆の情を示しているo

芭蕉は自分の泣き声を秋風となって塚を吹いて行くと表現した｡この句は､秋風に無限の

悲しみがこもっていて､芭蕉の深く悼む心が述べられていると解釈できる｡これは芭蕉が､

自分の門人に対しての気持ちをいかに深く持っていたかを明確に表している｡

●　丸岡にて登場した人物(北枝一瑠F人･蕉門)

蕉門の重鎮であった北枝は､江戸前･中期の俳人であり､芭蕉が金沢に着いた時から同

行したと考えられている｡北枝が金沢近辺の地理に詳しい人物であり､山中で曾良と離れた

時から､芭蕉を案内した弟子は北枝であった｡ 『奥の細道』に記されている芭蕉の文を見る

と､次のようになる｡

<原文>丸岡天龍寺の長老､古き因あれば尋ぬo又､金沢の北枝といふ者､かりそめに見

送りて､この所まで慕い来る｡所々の風景過ぐさず思ひ続けて､おりふしあはれなる作意な

ど聞こゆ｡今すでに別れに臨みて

物書きて扇引きさくなごりかな　　　　　　　　( ｢天龍寺｣ 『奥の細道』角川文庫)

芭蕉は､金沢から同行していた北枝との別れを､季節の別れの比橡で示している｡もう秋

なので､夏の慣れた扇とも離れる時節になったと同じように､北枝ともいよいよ別れるとい

う意味である｡離別の形見に､扇に句を書きつけて二つに引き裂き､それぞれに分け合った｡

いずれ名が残るであろうという気持ちで上記の句を詠んだのであろう｡

76 『万葉集』以来の歌枕

77　越中国と加賀国の国境にあり､寿永二年の藤原合戦の古戦場｡
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●　福井にて登場した人物(等栽一俳人･友人)

松尾芭蕉は天龍寺を出立し､そこから三里程の場所にある福井に到着した｡ここには等栽

という俳人がいた｡等栽について『奥の細道』は次のように記している｡

<原文>福井は三里ばかりなれば､夕飯したためて出づるに､黄昏の道たどたどし｡ここ

に等栽という古き隠士あり｡いづれの年にや江戸に来たりて予を尋ぬ｡遥か十年余りなり｡

いかに老いさらばひてあるにや､はた死にけるにやと､人に尋ねはべれば､いまだ存命して

そこそこと教ふ｡市中ひそかに引き入りて､あやしの小家に夕顔･-ちまの延-かかりて､

鶏頭･は々木々に戸ぼそを隠す｡さてはこの内にこそと､門をたたけば､俺びしげなる女の

出でて､ ｢いづくよりわたりたまふ道心の御坊にや｡あるじはこのあたり何某といふ者のか

たに行きぬ｡もし用あらば尋ねたま-｣といふoかれが妻なるべしと知らるo昔物語にこそ

かかる風情ははべれと､やがて尋ね会ひて､その家に二夜泊まれて､名月はつるがの港にと

旅立っ.等栽もともに送らんと､裾をかしうからげて､道の枝折りと浮かれ立つo

( ｢福井｣ 『奥の細道』角川文庫)

等栽は以前､江戸に来た折に､芭蕉の家を訪問したことがあった｡芭蕉は等栽を隠士と呼

んでいる｡等栽が中心から外れた閑静な場所に暮らしていたためであった｡等栽は質素な家

に住んでいたo芭蕉が等栽を訪ねたとき､等栽は不在で､代わりに俺しげな女が出て来たo

等栽の妻であった｡貧乏に耐え夫を支える妻を､芭蕉は､ 『源氏物語』 78の雰囲気の中に登場

させている｡等栽の落ちぶれた家屋に芭蕉は二日間､逗留した｡枕がなかったので､近辺の

神社にあった不要な材木を拾ってきて､枕の代用にしたとも伝えられている79｡物質的な貧

困が､却って等裁夫婦の心を気高くしていたのであろう｡芭蕉は古くからの知り合いと楽し

く語らい､満足したに相違ない｡三日目､芭蕉は中秋80の名月を敦賀の港で見物するため､

等栽の家を出立したo等栽は着物の裾を酒落た格好にして､敦賀までの道案内役を自ら引き

受けた｡

結局､等栽は種の浜まで芭蕉に同行した｡種の浜で芭蕉は次のように記している｡

<原文>其の日のあらまし､等栽に筆をとらせて寺に残す｡

( ｢福井｣ 『奥の細道』角川文庫)

貧しき中にあっても客人を歓迎した等栽の心情が､芭蕉の心に深く響いたのである｡ 『奥

の細道』の文章の中でも､福井は､等栽との交友のみを記した条である｡そうした条は他に

見られず､芭蕉が重点を持って等栽との関係を記述したことが分かる｡このことから､芭蕉

は等栽に対して特別な友情を抱いていたことが伺えるのである｡

78 ｢福井｣ 『奥の細道』角川文庫ページ57の注意に基づく.

79　成井恵子『『奥の細道』に現れた女性』から引用｡

80　八月十五夜の名月
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●　大垣にて登場した人物(越人一俳人･友人)

芭蕉は等栽とともに種の浜に赴き､宿泊した寺で道行きを等栽に記させ､敦賀に戻った｡

次に美濃国の大垣で､伊勢から来た曾良と再会したo 『奥の細道』で芭蕉は次のように記し

ている｡

<原文>露通もこの港まで出で迎ひて､美濃の国-と伴ふ｡駒に助けられて大垣の庄に入

れば､曾良も伊勢より来たり合ひ､越人も馬を飛ばせて､知行が家に入り集まる｡前川子･

荊口父子､その外親しき人 ､々日夜訪ひて､蘇生の者に会ふがごとく､かつ喜びかついたは

る｡旅のものうさもいまだやまざるに､長月六日になれば､伊勢の遷宮拝まんと､また舟に

乗 り て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　( ｢ 種 の 浜｣ 『 奥 の 細 道 』 角 川 文 庫)

大垣では知り合いが昼夜を問わず訪問してきて､芭蕉の無事を祝ったoこうした友人たち

に旅の苦労を認められ､芭蕉は生き返ったような気分になった｡

何日間か過ごし､再び伊勢の旅を続けようとしたとき､以下の句を詠んだ｡

蛤のふたみに分かれ行く秋ぞ

旅の出発のときは春だったが､今は秋も行こうとしている｡芭蕉は『奥の細道』を｢行春

や･ ･ ･｣で始め､ ｢行秋ぞ･ HJ81の句で締めくくっている｡最初の句では､故郷を離れ友人との別離

の悲しさを詠んでいるが､ ｢行く春｣という語句の響きから､旅の前途に対する希望や､別

れてもまた再会するときがやがて来るという期待､あるいはそうなる定めという心境が伝

わる｡

最後の句では､芭蕉は､離れにくい蛤の蓋とその身が別れるかのように､見送る人々と別

れがたい､と詠っている｡友と別れ､自分は伊勢-出立しようとしている｡終わろうとして

いる晩秋が一層身にしみて感じられる.この句は､芭蕉の､親しい人から離れたくない胸の

内を､蛤の蓋の比聡で互いの関係を表現しようとしている｡それと共に､離れがたい蛤の蓋

と身が別れるように見送る人々と別れたくない自身の思いも表現しようとした｡我々も､二

見が浦の蛤ではないが蓋と身に別れて新たな出発するのだ､と芭蕉は述べたのである｡友人

たちと今度もまた別れなければならない｡別離は酷く幸いものであるが､貝の蓋が開くよう

に､友人たちとの別離も避けることができない運命である､そうした芭蕉の感慨が伝わって

くる句である｡このように芭蕉は､友人との別れの心を措いている｡

｢イ｣俳人･門人以外の人物

『奥の細道』で俳人･門人以外の人物は数多く登場するが､ここで取り上げるのは本文であ

る程度注目され､記述された人物である｡

●　日光にて登場した人物: - (仏五左衛門一宿主)

松尾芭蕉は『奥の細道』に進んで､日光に着き､日光山のふもとにある宿に泊まった｡

ここで芭蕉は宿の主人の名前を聞いて次のような文章を残している｡

<原文>あるじのいひけるやう､ ｢わが名を仏五左衛門といふ｡よろづ正直を旨とする故

81 『奥の細道』く旅の事実〉と旅の真理

175



に､人かくは申しはべるまま､一夜の草の枕もうち解けて休みたま-｣といふ｡いかなる仏

の濁世塵土に示現して､かかる桑門の乞食順礼ごときの人を助けたまふにやと､あるじのな

すことに心をとどめて見るに､ただ無知無分別にして､正直偏園の者なり｡剛毅木訳の仁に

近きたぐひ､気嚢の清質もつとも尊ぶべし｡｣　　(｢日光｣ 『奥の細道』角川文庫)

上記のように芭蕉は､この主人､仏五左衛門のやることを意識して観察していたが､彼は

ただただ世俗的な打算がなく､功利的ではなかった｡正直一辺倒なだけの男であった｡

その性質はもっとも尊重すべきものだったという｡仏五左衛門の歓迎に芭蕉の心は惹か

れ､旅の途中に親切な性格に出会えることは珍しいと思った｡更に､仏五左衛門の暖かい心

に触れて､芭蕉は彼が仏そのものであるように感じた｡この出会いは芭蕉に対する見知らぬ

人の歓迎の意志の表れであり､記憶に残ったものであった｡

●　那須にて登場した人物: - (かさね一少女)

松尾芭蕉は旅を続けて那須野に着いた｡そこで､自然の中に生きる人々である農夫･野

夫･子供二人を焦点化し､この経験を見事に措いたo　ここでは､それらの中でも特に印象

的な小さな女主人公ともいえる､那須野のかさねをとりあげて､様々な観点から論じてみ

ることにしたい｡

芭蕉は馬で那須野の草原を通った時､ ｢かさね｣と出会った｡ ｢かさね｣ともう一人の子供

は近くに住む草刈りの男の子供と思われる｡芭蕉とその男の対話や｢かさね｣の登場する章

段は『奥の細道』で次のように措かれている｡

<原文>そこに野飼ひの馬あり｡草刈る男に嘆き寄れば､野夫とい-どもさすがに情け知

らぬにはあらずo ｢いかがすべきや.されどもこの野は東西縦横に分かれて､うひうひしき

旅人の道路みたが-ん､あやしうはべれば､この馬のとどまる所にて馬を返したま-｣と貸

してはべりぬ｡小さき者ふたり､馬の跡慕ひて走る｡ひとりは小娘にて､名を｢かさね｣と

いふo　聞きなれぬ名のやさしかりければ､

かさねとは八重撫子の名成るべし 曾良

( ｢那須野｣ 『奥の紳道』角川文庫)

上記の俳句は曾良による作だと本文中では書かれている｡しかしながら､紀行文の本文が

芭蕉の筆である以上､本文の流れに沿った句を曾良が詠むということは不自然であるよう

に思われる｡それ以上に､この句は曾良日記に書かれた曾良の句と比べると､その作風や完

成度に大きなづれが見られ､曾良による作だとは考えにくい｡

そもそも『奥の細道』という作品は芭蕉の作家性によるもので､曾良の作と書かれていた

としても､そこには芭蕉の視座が内在化されていると考えるのが妥当であろう｡

そうしたことから､この句は曾良の作というよりも芭蕉によるものであると考えるべき

である｡

そして､芭蕉がこの句を曾良の作としたのは､芭蕉が｢かさね｣の名前に共鳴し､大いに

心を引かれ､可愛い女の子のことを記憶に刻み､女の子と一緒に歩いている曾良というイメ
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-ジを句にしたためであろう｡そして､筆者にとってもこの句は前文をよく受けてその雰囲

気や情感をよくまとめ､この章段になくてはならない一行となっているように思われる.更

に､上記の句はこの章段の組み立ての必要から作られた句であり､前文との連句的配合の上

で詠まれているのだといえよう｡

最終的に言えることは､この句は芭蕉の心のひそかな動きで､芭蕉は自分の子供がいた

としたら､この名を付けたかもしれない､そのような強い情感を読み取ることができる｡

親の心を想像し､確信する役割を演じている｡

●　仙台にて登場した人物: - (加右衛門一画工)

仙台に到着する直前､芭蕉は飯塚で病気にかかった｡回復し仙台に達した芭蕉は､画工の

加右衛門と知り合った｡加右衛門は商いの傍ら画を措き､内に芭蕉の心をとらえるものを持

っていた｡仙台の観光地を案内するなど､芭蕉をもてなした｡芭蕉は『奥の細道』の中で加

右衛門を次のように書いている｡

<原文> ｢名取川を渡って仙台に入る｡あやめ葺く日なり｡旅宿を求めて､四五日逗留す｡

ここに画工加右衛門といふ者あり｡いささか心ある者と聞いて､知る人になる｡この者､ ｢年

ごろ定かならぬ名所を考-置きはべれば｣とて､一日案内すo宮城野の萩茂り合ひて､秋の

気色思ひやらる｡玉田･横野､脚曙が岡はあせび咲くころなり｡日影も漏らぬ松の林に入り

て､ここを木の下といふとぞ｡昔もかく露深ければこそ､ ｢みさぶらひみかさ｣とはよみた

れ｡薬師堂･天神の御社など拝みて､その日は暮れぬ｡なは､松島･塩竃の所 ､々画に書き

て贈る｡かつ､紺の染緒付けたる草軽二足僚す｡さればこそ､風流のしれ者､ここに至りて

その実を顕す

あやめ草足に結ぽん草軽の緒

かの画図にまかせてたどり行けば､奥の細道の山際に､十府の菅あり｡今も年々十符の菅

菰を調べて国守に献すとい-り｡　　　　　　( ｢宮城野｣ 『奥の細道』角川文庫)

仙台で加右衛門と知り合った芭蕉は､彼を｢風流の知れ者｣と褒め称えた｡芭蕉は仙台で

は句を残さなかった｡また句会を開催したというような記録も残されていない｡けれども､

加右衛門は､芭蕉との別れに､僚別の品として紺の染緒の草軽を二足､贈った｡ここからも

加右衛門が風流の道に通じた人物であったことが解る.紺の染緒はあやめ草の花の色を意

味している｡当時､端午の節句の夜､軒端にあやめ草を飾って､健康を祈る風習があった｡

加右衛門は芭蕉に紺色の緒の草軽を僚別として手渡し､旅の安全を祈るともに､風雅の心も

込めて贈ったのであるo加えて加右衛門は､松島や塩釜の名所旧跡を画に措いて贈ったo

芭蕉は加右衛門の措いた図面を用い､松島､塩釜に向けての旅を続けたo加右衛門の温か

い気遣いに感謝した芭蕉は､前述の句を詠んだ｡四､五日間という極めて短期間の交流では

あったものの､両者は深い結びつきを得ることが出来た｡前述の句でも､加右衛門の親切に

対して感謝する芭蕉の心情が表現されている｡仙台で芭蕉は加右衛門と出会い､間もなく豊

かな友情を築いた｡
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●　塩竃にて登場した人物: - (盲目法師一琵琶法師の芸人)

市川の壷の碑を見て涙を落とし､気が重くなった芭蕉は､海辺で魚を分ける声を聞いてい

ると､ ｢みちのくはいづくはあれど塩竃の浦漕ぐ舟の綱手かなしも82｣と古人が詠んだ気持

ちに共感している｡同じ日の夜､芭蕉は琵琶をならす盲目法師と出会った｡そのことを次の

ように記している｡

<原文>その夜､目盲法師の､琵琶を鳴らして､奥浄瑠璃といふものを語る｡平家にも

あらず､舞にもあらず､ひなびたる調子うち上げて､枕近うかしましけれど､さすがに辺

国の遺風忘れざるものから､殊勝におぼえらる｡　　( ｢塩竃｣ 『奥の細道』角川文庫)

市川から悲しみを抱えている芭蕉は､この琵琶を鳴らした奥浄瑠璃を､古い文化として

伝えられている｡海辺で魚を分ける声を聞いた時に詠んだ句も､その様子に当てはまる古

歌であるo　このように芭蕉は伝統を回復し､次の時代に文化を伝えようとしているo

●　市振にて登場した人物: - (遊女一少女)

芭蕉は象潟で名所の見事な風景を記憶に刻み､旅を再開した｡数多くの険しい坂道を越

えて､親知らず子知らず､犬戻りなどの難所も越え､市振に辿り着いた｡宿に泊まった芭蕉

は既に疲れ切っており､すぐにも眠りにつこうとした｡すると表側の部屋からうら若い女の

声が聞こえてきたo老人の声も交じっているo女の声の主は越後国新潟の遊女たちであったo

伊勢神宮参拝の途中であり､翁は市振まで同行してきたが､遊女たちと別れ帰路につくとい

う｡

翌朝､芭蕉が草笹を履こうとしていると､遊女たちが伊勢までの道が分からなくて不安な

ので､同行して欲しいと頼んできた｡芭蕉は同情したが､遊女たちの痛みをごまかして､宿

を立去った｡芭蕉はこの出来事について次の句を詠んだ｡

一つ家に遊女も寝たり萩と月

芭蕉が市振に宿泊したとき､偶然､遊女たちも同宿していて､一つ屋根の下で寝ることに

なった｡芭蕉と遊女の取り合わせは月と萩の花のようなもので､無縁のようで不思議に思え

るoこの市振の違女との場面は､当時の読者の間で､かなり人気があったようであるoまた

この場面は､ 『奥の細道』の中でも､一つの山場になっているo

しかし虚構説も根強く､西行の江口の遊女の場面に倣ったとも考えられている｡

芭蕉には西行に敬意を表して､思想や行動に倣う姿勢がしばしば見られる｡女性観も同

様で､ 『奥の細道』での市振の遊女の描写も､江口における西行と遊女の出会いの場面を

模倣したものであるという説もある｡

『奥の細道』の市振の件で､芭蕉は､遊女について次のように記している｡

<原文> ｢白漁の寄する汀に身をはふらかし､海士のこの世をあさましう下りて､定めな

き契り､日々の業因､いかにったなし｣　　　　( ｢宮城野｣ 『奥の細道』角川文庫)

芭蕉は上記の文で遊女の運命の哀れさを的確に記述している｡付け加えると､人間の多く

82 ｢末の松山･塩竃｣ 『奥の細道』角川文庫､ページ31
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は宿命というものに揺さぶられている｡遊女や僧形をしている芭蕉も､外面は異なっている

ように見えるがその内面には大きな違いはない｡萩も月も実態は変わらないと認識し､運命

に左右される人間の生涯と､逆戻りの効かない時間を､遊女の姿に見出したのであるo

芭蕉による､ ｢卑しい｣職業で生活を営む女性の内面とあり方とを措写したものである｡遊

女も他の民衆と同じく善悪の識別ができ､自らの職業に人生の価値を見出して､倫理から外

れる行いを避けようとするo一般社会から隔絶されていようとも､社会の一員である人物を､

芭蕉は市振のくだりで措こうとしている｡

<両作の関連>

人々の繋がりが詳しく記述されている『奥の細道』とは反対に､アッギェ-工の紀行文の

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』では､人々の繋がりはあまり見られなかった｡

松尾芭蕉の旅は江戸から大垣までの旅で色々な場所に行き､様々な人と出会うことを中

心にしている｡本書にある詞書や俳句を通して､松尾芭蕉は人と人の新しいつながりを作り､

疎遠になっていた関係を回復した｡

旅の先々で密接な人間関係を成功している｡それは､芭蕉の人々に対して暖かい目線を持

っていたためであり､そこには､根源的な人間に対する信愛と結び付きを求める心があった

のである｡

そうした感情は､アッギェ-エには見られないものであり､芭蕉が人間関係をより重視し

ていた俳人であることが明らかになる｡

『奥の細道』に登場する人物､すなわち日光の仏五左衛門､那須の草刈る男とかさね､須

賀川の等窺､仙台の画工加右衛門､尾花沢の鈴木清風､新潟の遊女たち､金沢の一笑､福井

の等栽､そして大垣で再会した友人たち等 o々これらの人たちは芭蕉にとって､一期一会に

相当する人物であるといえる｡彼らは､旅路で出会った人々であった｡

芭蕉は､そうした人々との出会いから得られた洞察や体験した出来事､つまり､那須野

のかさねの可憐さ､仙台の加右衛門の芸術､仏五左衛門の正直な心､市振の遊女たちの無

邪気さなどから､インスピレーションを得､そしてそれを作品として結晶化させ､俳句を

芸術的な域に高めることに成功し､俳聖とまで言われるようになったのである｡

第七節､旅への想い

アッギェ-エはインドの東側のアッサムを梅雨の時期に､北西のパンジャブ州を夏に､北

西の奥にあるカイパル(現在､パキスタンに位置する場所)を冬に訪れた｡これらの地域は

その時期が最も厳しく､旅に出かける時期としてはあまり適さないものであるoけれども､

彼の心は熱烈に旅の魅力を求めているのでためらうことはない｡すなわち､アッギェ-エな

らではの旅であった｡

この心構えをアッギェ-エは､紀行文の『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』の冒頭で詩

と文を使って表現し､自分が旅に出る想いを語っている｡
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(ヒンディ一語)

可許可訂吉打を研有司同す打可て由阿｢

可す古r6町好評訂｢;騙す町野簡筒訂町市町

可阿同て南癖嫡す阿蘇城南弓阿南すす弁巧'37g弁輔司令可阿(印

南!)'調音を可研ぎ,訂雪琴75T6377Tr市布ra,訂簡街商市零細打市町㌻
J

罪南aTt南面命諦印す軒守町!細字町罰后緒言雇主転市て耐青竜蘇
fヽ

qT帯締市37TT f輸,両軍四声汀同音岡倉耶lTr軒77%,古癖お印GT3T甲南計

車研7Tq,古画印可弁才鴫野細身申qT命一徹市可同同て斉昭町J

を簡由打締司蕃和済南衛何百｢軒7Tq,蝕gTVT一繭町有筒奇樹等Ttぎ
7Tfa, 7Tf>,棉!野｡『肯甜弔円浦右耳弔南野井筒甘可守可弁粛召す身鋼帯

嫡筒町町政筒音繭3TqW野師訂打開符節舟泰即軍qTfa7g筒可r

町　司首W/
`斉輔弼衛柑榊軒煎甲東南3TfW有印町中野師鯛や甲

骨甜軒司菌輸司韓可打GTrq,司節可時針柑朝命可部可軒…'
"37t 可 同 同 て 鵡 叩qTF', 中 古4

(釈)

旅心がそそられて漂泊の思いが止まず　　　　　快適さよりも､旅の苦労を選ぶ

｢旅人は40年間歩き回り､その間､止まることもなく､快適な生活を選ばなかった｡空

を飛んで星を触ることのようであった｡聖人たちは苦行の結果身体を蟻塚に変えたり､院想

して石のようにもなったo更には､凍りついて山の一部分にもなったoそのようにして､人

間は動きことをやめて､欲望から開放され､寺では動かない神が偶像になっているo Lかし､

旅人のみは､生きていることの秘訣は動くことであるとした｡子供の時､中国のことわざ集

の中にある表現に強く影響を受けたので､大事な言葉として自分の日記の表紙に記述した

のである｡それは次のようである｡

なぜ､私は先祖と同じ埋葬塚に自分の遺灰を埋められなければならないのでしょう?

もし､他の所に行けば､美しい野原と木に覆われた山を見つけるでしょう｡

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ4

アッギェ-エの心は未知の旅に魅力を感じ､不慮の死に見舞われることになったとして

も､旅に出ようという気持ちを表しているo

更に､紀行文の『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』の最後の部である第七部はアッギェ

-エを旅に誘う強い好奇心を語っている｡アッギェ-エには旅-の興味が子供時代からあ

った｡アッギェ-エは旅に出ていない時には､地図を見ながら雪原､砂漠､森､海､島とい

った異郷に自分がいる想像をしていた｡そして､旅に出ようと決心したら､それをかならず

完遂したo

ある時､アホム族の都ソナリからトラックでシワサガルに行くことを決心した｡道路には
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水が流れ込んでいたが､無視して先に進んだ｡やがて道路は完全に浸水してしまった｡どこ

に道路があるか分からなくってしまい､トラックをUターンすることも出来なかったo最終

的に3マイルぐらいトラックをバックのままで走らせて戻った｡それでも､行くのを諦め

ず､川の辺りにあった船にトラックを載せ､川を渡ろうとした｡けれども､川を渡った後､

川岸でトラックは滑り､半分ほど水に沈んだが､なんとかして引き上げた｡

(ヒンディ一語)

｢す同す井筒諭qTTrQ甲相身市町を町有扇町市河訂｢泰耶輔女帝-軒ILl

-r--････････呼野諭市｢繭研筒帝?/弔市町訂打河南町両ぎ南面甲田｢碕

召 すTr7T 碕/ 敵 前｢ 諦 和 ぎ 　 　 　 　 　 　 　 　 　"3 舟 可 同 同 て757TT qTT 中 古228

(釈)

｢実際に全ての旅は身体の足だけでなく､それ以上想像の足でしたのであった｡これは､

人生の哲学であって､動くのは人生で､一ヶ所に留まり動かないことは死に等しい｡｣

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ228

アッギェ-エは上記の文で紀行文の『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』の旅を締め括

っている｡

他方､ 『奥の細道』の旅に出た松尾芭蕉も､三千里の奥羽-長い行脚はいかにも不安の募

るものであったし､生きて帰ることのできる保証もなかった｡しかし､そのような旅であっ

ても芭蕉は白川の関を越え､松島の月の美しさに臨むこと-の漂泊の思いが止まず､芭蕉な

らでの旅が始まったのである｡その心構えを松尾芭蕉は『奥の細道』の冒頭に次のような文

章を執筆し､旅そのものについての漂泊を望む感情を示している｡

<原文>月日は百代の過客にして､行きかふ年もまた旅人なり｡舟の上に生涯を浮かべ､

馬の口とら-て老いを迎ふる者は､日々旅にして､旅をすみかとす｡古人も多く旅に死せる

あり｡予も､いづれの年よりか､片雲の風に誘はれて､漂泊の思ひやまず､海浜にさすらへ

て､去年の秋､江上の破屋に蜘妹の巣を払ひて､やや年も暮れ､春立てる霞の空に白河の関

越えんと､そぞろ神の物につきて心を狂はせ､道祖神の招きにあひて取るもの手につかず､

股引の破れをつづり､笠の緒付けか-て､三里に灸すうるより､松島の月まづ心にかかりて､

住めるかたは人に譲り､杉風が別壁に移るに､

草の戸も住み替わる代ぞひなの家

(｢発端｣ 『奥の細道』､角川文庫

最初の旅である『野ざらし紀行』から『笈の小文』､そして代表作である『奥の細道』と､

芭蕉は常に｢旅に生きる俳人｣であった｡こうした芭蕉の思想は､ 『奥の細道』導入部の｢月

日は百代の過客にして､行きかふ年も旅人なり｣という件からも理解できよう｡

芭蕉は上記の文を示すことで､旅に対しての想いを明確にしている｡例えば､時の流れと

は､日は月になり､月はまた年になって永遠に続く旅に出かけているようなものである｡同

じように人生も一つの旅であると主張し､古人である西行､藤原実方に倣って芭蕉もまた風

雅の道を歩いた｡
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本書の発端では芭蕉が､住み慣れた芭蕉庵を他人に譲り､客死も覚悟して出立する｡そし

て､旅の終わりに次の句が記載されている｡

蛤のふたみに別れ行く秋ぞ

紀行文の発端の句と締め括る文として上記の句は､本質的に同じである｡つまり､ 『奥の

細道』の旅が終わっても芭蕉の旅はそのまま続くということである｡

離れがたい気持ちを示している上記の句は､蛤のふたが別れるように､芭蕉も見送くる

人々と別れ､旅を続けて伊勢の方に進んだのである｡

<両作の関連>

芭蕉は『奥の紳道』の旅に出る際､旅の発端にこのように示した｡月日というものは年代

を通り過ぎて永遠の旅を続ける旅人のようであり､芭蕉も同じように日々の生活を営む旅

人のようである｡そして､旧い年が去り､新しい年が来るように住んでいる所も新人に新し

い人に住み替えられる｡そして､柱に残した発句は､芭蕉の安住した生活を捨てて旅に出立

する心を表現している｡

他方､アッギェ-エも旅に出ること､あるいは動くことを｢生きる｣と称し､命をかけて

も旅を続けたいという気持ちを表している｡アッギェ-エはこの想いを三つの点で解説し

ている｡

第-に､凡人は自分が住んでいるところや家族たちとの愛情に囲まれた暮らしから離れ

ることが出来ないし､そうした生き方の成れの果ては先祖と同じ埋葬塚に自分の遺灰を埋

められることを欲するというものである｡アッギェ-エはそれと対比して､自らの屍を埋め

るのであれば美しい野原や木に覆われた山の方がふさわしいと主張した｡

第二には､ヒンドゥー教の神は動くのを止めて石になったが､アッギェ-エは生きること

の秘訣は動き続けることであると見出し､自分が生きるためには動き続けたいと考える｡

第三は､インド社会において偉大なる存在である聖人たちは苦行の結果､身体を蟻塚に変

えたり､石のようにもなったりして欲望から開放されたが､アッギェ-エはそうではなく､

旅に出ることで快適な生活という欲望から開放されるのであるとして､旅の心構えを示し

ている｡
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第六章､松尾芭蕉とアツギェーエ

第一節､俳句理解によるアツギェ-工の韻文の変遷

インドにおいて古代から伝わる文学は､他の国と同じように韻文形式がその代表であっ

た｡しかし､ひと言で韻文といっても､その規模は他国のそれと比べて極めて大きく､数千､

数万行を越える韻文作品もある｡その例は､韻文形式で書かれた宗教詩であるヴェ-ダなど

である｡古代から近代に至って書かれた長々詩の作品としては､まず古代の4つのヴェ-

ダ､叙事詩の『ラーマーヤナ』と『マハーバーラタ』などが挙げられ､さらに中期には古典

サンスクリット語による｢カーヴィヤ｣という作品も成立したoそして､近世には5千韻か

らも成っている『クマ-ン･ラーソ-』が登場し､近代になっても12行から30行で構成さ

れる『ギタンジャリ』がインドの韻文代表作として認められていた｡

上記のような韻文の盛んな文学環境の中で､詩人アッギェ-エは誕生した｡彼の詩はそう

した文学史の中で構築されてきた規則､語嚢､文章量などを踏襲したものであり､従来の韻

文の歴史を背負ったものであった｡

その一方で､ 4､ 5歳頃に詩人としてのアッギェ-エの将来を決定づける､ある重要な出

来事が起こったoそのことについて､アッギェ-エの自叙伝『アトメネバード､ 311PH占tlq､

接尾語)の｢私の最初の詩｣の段落で､次のように述べている｡

(ヒンディ一語)

斉 押 印 召 同 町27T--･･･････ 申 師 触 針 術 ′ 石 河 司 阿 井 碕 市 布rerT,

錦印汀一軒　翰東和両者オ7TZ7T柵可強｢女神錦町口汀2Tr由
a

可和音司可｢.‥..…...‥…‥‥……市す翰相を一古市で同市訂巧打等TF筒町- ′'印可すJ                                      I       I I   '  I I - L L- -LL LL i

ぎ呼椅〝面命7Tfa泰市R町37m軒呼称南軍椅す訂GTrWqF/有田｢所有市で

翰訂訂｢南面町辞市町を由耶市井

柑群冊洞爺鉄面諦余市を瓶碑,酔締諦印可軒賢一印可乱酔

----･･･････ qT3F 押 す 翰377m 南 柑 鮒 軒 訂 乱 酔 軒 帯 同 軒 を- 耶｢

和す一昨耶官印すて訂軒翰町有抑町耶歯音町有珊町3癖筒市有faTTrを一　群

触市を甲訂壱!翰印す南等南面甲印す筒町軒

31LrJl 占 鴨, 1960, 女 形0

(釈)

四歳のことであり､ (中略)その時､ある｢こま｣をもらったが､こまの名前を知らなか

ったので､尋ねたところ､ ｢ブミリ｣と教わった｡私はこまを廊下-持って行き､回し始め

た｡ (中略)その時､拍手しながら｢ナチャット･-･ブミ･リ(ブミリが回っている｡)

と叫び始めた｡同じ文章を何回も繰り返すことで､ ｢ブミリ(コマ)｣は｢ブミ･リ(地球)

となっていた｡私はそれを聞いてびっくりし､自分が話している言葉は､ただの言葉ではな

い｡ ｢ナチャット･-･ブミリ｣は､ ｢こまが回っているという意味だけでなく､ ｢地球が回

っている｣という意味も含まれている｡ (中略)その時､私は｢こまが回る｣ということだ

けではなく､この地球も回っていることを悟った｡そして､本当は全宇宙が回っていること
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に気付いた｡私はただ一つの言葉で､とても重要なことを表現してしまったのだ｡私は発明

者であり､創造者であった｡私は言葉の力を既に会得していた｡

『アトメネバード』､ 1960年､ 20ページ

歌ったり､掃ったり､言葉を繰り返したりしていたアッギェ-エは知らないうちにある言

葉から生み出される不思議さ､面白さに惹かれていった｡これはアッギェ-エをいかにも驚

かせ､言葉に隠されていた多義性を発見させることになった｡少年時代に起こったこの出来

事は後々のアッギェ-エの文学観に影響を与えたといえよう｡

上記の経験について､アッギェ-エは次のように述べている｡

(ヒンディ一語)

耶布鞄弼汀軌37TGT斉軒軸阿蔓l栴訂甲南町有3F飯南ホ向軒3TTW

27T, 河 南 耶37TF 粁 野qT5-3&3F 街 倉 井 弔 軒 碕 甲 丁 零 衛 等 同 等 両 町

四g,南等同町胃痛市赫｢熊野針甲fav,相弔命軸葡許一命戦野耶訂

有田で青野面両軸dhlQi巧阿南両市泳ぎ乱3Ta'軒布部守町市筒打訂阿蘇頭帽打

翰触打命軒筒市街｢軒軒市街｢オ師町を!

375W銀河.写す南野印す痛打可河締締?,可阿蘇37*翰腎両帝ポ野

市軒野市前面甲可東研訂針銀河東南打者罰俸野細野許す碕如丁

諭等同舟紬肝町南qfgT南音蔚打5-野師雫舟軒東食軒前頭転肺す

a.. 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 卸 両 前 す, 1960, 年 訂21

(釈)

読者は笑うかもしれない｡今､私も笑える｡けれども､その日の面白さの感覚は現在まで

残っている｡そして､その日から言葉は一つの力であることを忘れらなかった｡そして､有

意義的な使用で言葉は成就する｡だから､私の最初の詩はどれだろうという質問に対して､

少年時代の経験は詩ではなくてただの文章だといっても当てはまる｡そういうことで､詩に

は詩の関係があると私は興味を持っていた｡

頭韻と韻律の認識は比較的簡単で単純である｡無邪気な赤ん坊は子守唄を聞くだけでこ

れらの要素を認識することを始める｡けれども､この感覚には魅惑的な要因はなく､言葉の

潜在的な意味を知覚する能力である｡これは別の種類の知的な快楽である｡

『アトメネバード』､ 1960年､ 21ページ

少年時代に言葉の力を実感したアッギェ-工は詩人になってから｢スズメの詩｣を完成さ

せようとしていたが､中々完成させることができずに放置していた｡その状況の中アッギェ

-エは1957年の夏に来日した｡日本の文化人とも交流し､美しい自然を歩いて､日本の社

会をより身近に体験することができた｡アッギェ-エの日本での滞在中､日本文学の実際も

体験した｡その文学体験の中で注目するべきことは､ ｢五･七･五｣の音節を組み合わせて

作る､世界で最も短い詩の一つである俳句の実感である｡

アッギェ-エは日本語が分からなかったが､日本人の友人の解説を通して俳句の本質を
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よく理解したのであった｡更に､アッギェ-エは俳句をヒンディ一語で翻訳をすることにも

挑戦した｡そして､その翻訳したものを持ち帰って帰国したのである0

日本に滞在中に出会った俳句に､アッギェ-エにどのように影響されたか､ということを

彼自身が執筆した文章から読み取っていきたい｡

(ヒンディ一語)

阿57命7TiW弁GTTW訂舌耐雪申r雪珊/ GTTqTa錦町輸訂爾す甲オ軒町
J

町政中軸市同軸筒可弔訂qTaTqT命帯同救命開村｢東部和す命即す軒柑

3Td碕軒栴訂調音司Tr町野相浦押野一打aTqT舟碕可巧訂｢町′

伶如何raT#弁耶阿蘇野呼転耐弁病者中郡南野GTrqTa市-弁

頼茨『舌司汀卯7TCF澗て触/ -貞令研命令布呼帯向打

37g軒煎耶r a/辞すす珂GTTqTa巧甲市有'関守'泰南野罰洞て甲｢政市雷
J

や有菅同市弔弁泰即す3iTCqTf57 37Tq青野市有師如印可汀飴｢商可打巧市｢ ….帯締

醐3Tqa町軒罰洞て罪南東河田｢政和何軒｢耶軒軸qT革帯石田r

-････-I--･･･-- 節 弔 〒 打GTrqTF オ 赦3TTW/ 車aTqTa 市 帥 町 野 仔

細｢27T;古希卵｢呼両町稔町軸弓中軸斤泰耐衛細野雪珊/

両町弔局打押野3Tqa研軒詔｢命政和何時町耶軒榊両耳訂町有や育
(ヽ

南野qT鮎｢;吉町軸市を筒耶'簡町南野｢都南-町等板野榊

南わgT銀で巧甘rq官印訂fa77r命野市筒打を一命甲命軒和｢ぎ3枚背面萌す罰歯
a

錦町和布でて訂gT司百才簡市有訂両市耶町｢軒可帝石r町｢碕諦司百折吊敢筒町

野軒碍GTraT/

鞭打訂宙細面何時印す軒骨相粁碕碍碕qTh軒赦耶計諭す前

身東町｢軒軸7T命軌3F飯石市町野崎/樹幹qa触オ叩軌′

(31JclLl占鴨　中耳51オ52)

(釈)

1957年の夏に訪日した｡日本の文学にはずっと以前から出会っていたし､私はヨーロッ

パの詩や絵画の中にも､日本の影響を受けたものがあることを知っていた｡来日してからず

つと､日本の文学を読み耽ったり､冬の景勝地を一人で歩いてみたり､そこに滞在してみた

りして､日本の詩情を深く理解することができた｡- - ･(中略)- - -私の未完

成の詩はその時も持参していた｡私は日本の俳句集を読み始めた｡いくつかの俳句を読むと､

まだ完成していないこの詩のことが思い出され､俳句集を横に置いて､またひたすら考え始

めていた｡しかし､どんなに考えても､これ以上は何を加えれば良いのか分からなかっ

たo ･ - (中略) ･ -ようやく私は日本から帰国したoいくつかの日本の詩を翻訳し､順

番に並べておいてから､しばらく他の国の文学に傾倒していた｡

ある日､ふと未完成の詩が書かれたノートを取り出し､ ｢スズメの詩｣を新しいページに

書き付け､ ｢スズメの話｣と題を付けたoそして､題名が付けられた詩に目を通すと､私は

すぐにそれが完成された詩であると確信した｡これ以上書き加える必要はなかったし､書き

185



加えたとしても､それは詩の解釈でしかない｡

｢スズメの詩｣は長年にわたり､私の心から飛ぼうとして飛べず､ ｢菓｣もずっと震え続

けていたが､その日､ ｢スズメ｣はいきなり飛んだ｡そして､震えていた｢菓｣もようやく

静 か に な っ た｡ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 『 ア ト メ ネ バ ー ド 』 ､ 52-53 ペ ー ジ

アッギェ-エは俳句の思想や形式に触れて､初めて｢スズメの詩｣が詩として完成してい

ることに気付いた｡極めて短い｢スズメの詩｣は､アッギェ-エにとって長らく｢未完成｣

であったが､世界最短の俳句と結び付けて考えることで､詩の｢完成｣を悟ったのである｡

更に､俳句との出会いによって長年の疑問を氷解させ､詩を新しい境地にまで引き上げた

ことで､より深く俳句-と近付いて行った｡

その｢スズメの詩Jは､ 1959年に出版された詩集『アリ･オ･カルナ･パルバーメ一､

3T&3&市野汀珊ああ､輝く同情)』に次のように掲載されているo

(ヒンディ一語) 3号碕同母町　東軒,両耳　触軒叩軒可部3

(読み)ウル･ガイ･チリヤ　カーンピ･フィル　テイル　ホ･ガ-イ･/〈ッティ

く逐語訳)スズメは飛び､振動した､又止んだ　葉っぱ

(意訳)　雀飛び揺れる枝葉のまた止まる

上記の詩の背景をアッギェ-エは自分の言葉で次のように述べている｡

(ヒンディ一語)

諭可己司r輸罪南野冷奴碕甜軒/町有何時可｢377甲南命巧打東南qT

待命軒軒衛一号TTW椅軒印す筒市有弓声qTT命押す訂町377%Trq桐で.巧打両

軸車両町野碕′珂諭罰同相37TW,巧打南管町政両身軒甲斉輸珂

軍司TW,耶訂町帥市｢節打市敢　Q零細可簡町軌/輔東銀示爺泰

病　身　37TSF　評軒　耶打　身　町有　可て　耐　蝕　軒RT:触　呑舟　可軒　町軒

師 占 鴨196

(釈)

私が見たものは､瞬間のことだった｡ -羽のスズメが木の葉に座ったとたん向こうの動き

を認知し､葉から跳ね飛んだ｡スズメの座りに来ること､葉を触れること､握る前に跳ね飛

んだことは､まるで､別々の行動ではなくて､不可分の動作であった｡爪と翼で押された長

い葉は､一､二回振動して徐々に止んだ｡

『アトメネバード』 1960年

｢スズメの話Jという詩の背景を説明した上記の文章は､アッギェ-エの極めて結締な感

83 3Th 顎 骨 泳 市 町rr 抑r 柵 碕 可 軒 離 乳2006. 句 す78
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性を表現したものである｡更に､アッギェ-エは日本の俳人と同様に究極の瞬間を描写する

という目標も達成している｡

続いて､アッギェ-エは日本から帰国した後､出版した『アリ･オ･カルナ･パルバーメ

-』に『市｢甑ジャナム･ディワス､誕生日』という詩名で次の詩を詠んでいるo

( ヒ ン デ ィ 一 語) 可 市 街 　 　 赦 簡 爺 打 　 　 　ETq 町 師 す 田 舟 可 訂7Tqf4

( 読 み) 　 　 　 　 ェ ク･ デ ィ ン 　 ア ウ ル･ デ ィ ノ･ サ 　 　 ア ユ･ カ･ エ ク ‥ ヾ ラ ス･

レ･チャラ･ゲヤ

( 釈) 　 　 　 　 　 今 日 は 　 　 　 普 段 の よ う だ が 　 　 　 一 年 が 消 え た｡

アッギェ-エの上記の詩は､俳句的でインドの韻文界であまり見られないものである｡形

式的に見ると､三つの文で成る詩はヒンディ一語の｢5-7- 1 3｣文字で成り立っているo

俳句に形式的に接近する努力が見れる一方､意味的には彼独自の思想が内在している｡上記

の詩は､人生の真実を措く表現であって､一般的な祝日としての誕生日は､実は真剣なこと

であると伝えようとしている｡

更に､アッギェ-エの俳句的な短い詩は徐々に本格的な方向に向かっていく｡ 1969年に

出版された詩集の『サーガル･ムドラ､郡町一弓町､海の通貨』の｢ジグァン･マルム､

紬印i､人生の秘密｣という詩を取り上げたいoその詩は次のようであるo

く ヒ ン デ ィ 一 語) 　 野 市 汀 巧 打 　 　 　 　 　 締sTF 　 女 　 　 　 　 　 　37m 町 可r85

( 読 み) 　 　 　 　 ジ ャ ル タ･ バ ッ タ 　 　 ハ リ･ ダ ー ル･ セ 　 　 　 ア タ ッ ク･ ゲ ヤ

( 釈) 　 　 　 　 　 落 葉 は 　 　 　 　 　 　 緑 の 枝 に 　 　 　 　 　 　 　 引 っ 掛 か っ た0

｢人生の秘密｣という題名で呼ばれる上記の詩はアッギェ-エによる俳句というべきも

のである｡形式的に数えると､ヒンディ一語の文字は｢5-6-5｣であり､形式的な俳句

-の接近を見てとることができる｡

この詩は､嵐雪の辞世の句である｢一葉散る晒一葉散る風の上｣に措かれた死生観から

の影響が明らかに見られる｡アッギェ-工は詩を通して人生の秘密を語っているようであ

るo木から落ちる葉は下に落ちなくて､枝にかかってしまった.人間もこの世を去っていく

事実を知っている｡そして､生涯の終わりの時でも､この世に心をかけている｡まるで落葉

が木にかかっているようである｡

アッギェ-エの詩を新しい境地である俳句形式にまで引き上げるまでには､三つの段階

84 37irq ' 切 軒 泳 市 野 汀 抑r 打 て 諦 可 繊 細 脚, 2006, す す134

85 由 可̀ 叩 軸 訂 訂 印 す 甲 冨 岡, 樹1970

187



を踏んでいると思われる｡一番目は､上記に語ったように､少年時代に起きた言語的な認知

や言葉の不思議さの発見であり､それは彼を子供の頃から言葉のカを認識させるものであ

った｡

二番目は､ ｢スズメの話｣を執筆し終わった時の経験である｡詩として完成していないよ

うに思われるが､しかし更に書き足そうとしても､それは解説にしかならず､結局は書き加

えることが出来なかったという無力感を抱いたのであったo

三番目は､来日して俳句と出合ったことである｡限られた文字数で瞬間の響きを言葉で表

現し､あえて語らないことで豊かな表現を可能とする世界を知った｡それを実感して帰国し

たアッギェ-エは未完成の詩である｢スズメの話｣がすでに完成しているということをよう

やく認識した｡

更に､俳句との出会いで得られた影響はその後のアッギェ-エの詩にしばしば見られた｡

限られた文字数で表現できることや全てを語らないことによって伝えられる表現は来日す

るまでのアッギェ-エにとって未開地のままであった｡

第二節､アツギェー工の俳句理解

アッギェ-エの俳句理解について､インドのネール大学教授の日本文学研究者であるワ

/レマ氏は､第三十三回日文研フォーラムで発表した講演｢インドに於ける俳句｣で､次のよ

うに語っているo

東京外国語大学のヒンディ一語文学の田中敏雄教授は｢アギェ-ヤは俳句の外国語の翻

訳に一番成功した翻訳者であるo｣と言っていますoアギェ-ヤは日本語がわかりませんo

Lかし日本人の友達の助けを借りて翻訳された詩の深いところまで理解しようとしました｡

ときには､勝手な翻訳も加えますが､美しい詩に翻訳することに成功しました｡ 86

更に､ワルマ教授は1977年に出版した『ジャバニ･カヴィタ-エ､研¶舟47rq-dL首､日本

の韻文集』でアッギェ-エが翻訳した芭蕉の俳句である<夏草や　兵どもが　夢のあと>

に対して､次のように述べている｡

(ヒンディ一語)

37irq 町 簡 甲 信 細 評 甲 軸 命 耶 汀 南37fg 市 関 町 東 耶 町 緬

帝てて訂㌻

召 す 即 す 訂 南 野: 　 　 　 東 耶 青 身 　 　 　 　 由 縁 村 有

3Taq泰375qTq斉'功甲南gTq '郡すす粛啓斉市河7T4rぎ面河細評歯牙

86 『インドに於ける俳句』､サトヤ･ビ･ワルマ､第33回日文研フォーラム､ページ24-25
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モ佃市泳ぎ鏑甲377す命3触同｢弁鋼帯印椅38/郡町乱'由布打撃両町

甘葡7｢音衛375W肯南東石打細?,碍柵巧耶菅井碕軒
àTqTa 耐 申 す Ⅹ Ⅹ Ⅹvi 身XX Ⅹvii

(釈)

アッギェ-エは原文の本質を明確に表現しようとする｡

( ヒ ン デ ィ 一 語) ヤ･ サ ー ワ ヌ･ キ･ ド ー プ 　 ハ レ･ サ ブ ネ･- 　 ケ- ト ラ-･ ヴ ィ

ロ･ ケ

アッギェ-エの翻訳では｢夏草｣を｢サーワン･キ･ドープ(釈:夏のある時期に決まっ

て生える草)｣に変えている｡その方がインドでは伝わりやすいし､詩情を的確に表現する

ことができる｡更に､インド語のことわざである｢グート･ラ- (釈:戦争で亡くなった)｣

を使い､虚しさを表現したものは､英語の訳にはあまり見られない｡

(『ジャバニ･カヴィタ-エ』ページ36-37)

ワルマ教授は俳句をインドに導入することに当たり次のポイントを中心に翻訳したと思

われる｡

｢切れ字｣のニュアンスを自分が訳した俳句に入れたワルマ教授は､ヒンディ一語でそれを

表すために前置詞などを使った｡更に､詩には感嘆符の符号や感嘆符の名詞や助詞も使って

翻訳を日本語と同じような意味合いに近づけた｡

このようなワルマ教授の翻訳とは違って､アッギェ-エは詩としての表現を重視したoそ

れは､ヒンディ一語としての新しい詩のように読みうるものであったため､読者は詩の下に

書かれていた参考文献を見ない限り､実験主義アッギェ-エの新しいジャンルのように受

容した｡

アッギェ-エが俳句を翻訳してインドで出版した文献について言及すると､ 1959年に日

本から帰国した後､出版された『アリ･オ･カルナ･パルバーメ-』という詩集が一冊ある

のみである｡瞥見の限りでは､他の文献は存在しないため､アッギェ-エの俳句理解を明ら

かにするために本書は重要な一冊となるoこれによると､アッギェ-エは芭蕉の句に最も惹

かれていたことは明らかである｡ 『アリ･オ･カルナ･パルバーメ-』で訳された28句のう

ち､芭蕉の句は最も多い8句が集成されたためであるo

アッギェ-エが訳した俳句を次のようなポイントで解説することが出来る｡

-､詩の内容に相応しい言葉を逐語訳せず､インド社会に当てはまる言葉を選んだこと｡

二､詩の韻律を遵守したこと｡

三､三行の俳句を四行でも訳したこと｡

四､行同士を密接に関連付けていること｡

五､インド人の読者に俳句のニュアンスを伝えるために三行の順番を並べ替えたこと｡

上記の項目を詳細に語ると次のようになるo
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)

一､アッギェ-エは詩の内容を逐語訳せず､インドのコンテクストで当てはまる言葉を選

んだ｡このポイントはワルマ教授も1977年に出版した『ジャバニ･カヴィタ-エ』の36項

で俳句の例をあげながら説明したことである｡その例は筆者も本節で上記に引用している｡

少年時代から言葉の力を理解していたアッギェ-エは自分が訳した詩に最適な言葉を選ん

で､読者に外国語の詩を訳したものだと思わせることなく､新しいジャンルの詩を創出した

かのように読ませることに成功した｡

そうしたアッギェ-工の言葉遣いの例を彼自身が訳した芭蕉の有名な句で確認したい｡

その句は次のようである｡

( 俳 句) 　 　 　 　 　 古 池 や 　 　 　 　 　 　 蛙 飛 び 込 む 　 　 　 　 水 の 音

( ヒ ン デ ィ 一 計 　 印 す 甲 打 　 　 　 雫 町 可 訂 ‥ 　 　 　 野

( 読 み) 　 　 　 　 　 タ ル･ プ ラ ナ 　 　 　 ク ダ ー ダ ー ド ル 　 　 グ ル ッ プ

インドでもよく流行したこの句は､アッギェ-エの詩人としての感性で訳したものであ

るo上記の句の最後の単語｢水の音｣はヒンディ一語で｢野､グルップ｣となっているo

この単語は｢水の音｣の逐語訳ではなく､水から出る音の擬音語である｡もし､ヒンディ一

語で｢水の音｣をそのままの言葉で表現したら､読者の想像力を言葉の強さで響かせること

は出来ないだろう｡けれども､擬態語の言葉が使われたからこそインド人の読者に詩的なク

ライマックスを感じさせることが出来たのであるo

二.インドの韻文界ではリズムは大事な役割を果たす｡古代からヴェ-ダなどが歌の形式

で読まれ､聞き手や読み手に心地よく聞こえるようにするために韻律的に書かれた｡その従

来の形式が現在に至っても詠み続けられているo歌が中心のインド社会では韻文にもいく

つかのジャンルがあるが､どの詩にあってもリズムは欠かせないものであるoそうした文化

圏のなかで生きたアッギェ-エは俳句を訳した時､俳句の終わりをリズムを感じさせる言

葉遣いで仕上げている｡

三､アッギェ-エは俳句を翻訳することに当たり､大抵の場合､三行で訳すことを基本と

しているが､場合によっては二行や四行になっていることもある｡

ここで嵐雪の句とアッギェ-エがヒンディ一語で四行で訳したものを紹介すると同時に

1932 年 に 出 版 さ れ た 宮 森 氏 の̀ Àn Anthology of Haiku Ancient and Modern''87 で270 ペ

ージで載せられている本句の三行となっている英語訳も引用したい｡

(俳句)　来る水の　　　　行く水洗う　　　涼み哉

( ヒ ン デ ィ 一 語) 　 甜qTa 東 商 古 希 　 　 　 弔 南 村 甲:

aTオqTa南蛾町ぎ　　　　罰同｢耶軒

( 読 み) ト テ･ パ ー ニ･ ケ･ ソ テ･ メ 　 　 　 　 　 　 ナ ハ ネ･ カ･ ス ー ク

87　宮森氏を引用する理由は第二章に述べたようにアッギェ-工はこの本の英語訳を読んだ可能性があるからで

ある
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ジ ャ ー テ･ パ ー ニ･ コ･ ド 一 夕･- 　 　 　 ア 一 夕･ パ ー ニ

( 英 語) I enjoy the cool The coming water washes the departed water

アッギェ-エは俳句の英訳を読むと同時に､日本人の友人から俳句の解説などを聞いて

俳句を深く理解したようである｡上記のヒンディ一語訳を分析すると､アッギェ-エは友人

の解説に頼ったように見える｡日本語の知識がないアッギェ-エにとって本句の感覚をそ

のまま受け入れて､またヒンディ一語で表現するのに三行は不足であった｡これは､原語の

知識がない時や大量の解説が逆に混乱を引き起こす場合には､表現が難しくなるためであ

ると思われる｡

四､アッギェ-エは訳した俳句の行同士を密接に関連付けた｡一般的な翻訳ではそれぞれ

の単語を逐語訳するばかりで､行と行の間の関連を表現しきることはできない｡結果として､

そうした翻訳では､原語の詩の持つ情景を再現することは出来ない｡しかし､アッギェ-エ

は彼自身の詩的な感性で行と行の関連を意識することで､豊かなビジョンを表現すること

に成功している｡

その結果､俳句はインド人に広く受け入れられることとなり､この功績について､アッギ

ェ-エは『アリ･オ･カルナ-ヾルバーメ-』の序文でも取り上げている｡

五､アッギェ-エは俳句の三行をそのままの語順で訳さず､行の順番を変えてインド人の

読者に近く感じられるニュアンスで伝えようとした例もある｡この点については､アッギェ

-エが訳した芭蕉の句の例を取り上げたい｡

その句の訳は次の通りである｡

( 俳 句) 　 や が て 死 ぬ 　 　 　 景 色 は 見 え ず 　 　 　 　 蝉 の 声

アッギェ-エが訳したヒンディ一語は下記のようであるo

(ヒンディ一語)甲南軒町軸珊おrぎ東研碕守町由守雪ぎ触爺qTF

く 読 み) ジ ッ リ･ カ･ ア ヴ ィ ラ ッ ト･ ウ ッ ラ ス 　 デ タ 一･ へ･ サ ン ケ- ト･ カ ヒ･ キ ヤ･

ウ セ 　 ミ リ テ ィ ユ･ へ･ キ ト ニ･ パ ー ス

上記の句の訳は三行となっているが､原語の一番目の行はヒンディ一語で三番目になり､

俳句の三番目の行は訳されたヒンディ一語では一番になっている.

アッギェ-エは順番を変えることで､詩をインド風に伝えようとしているoヒンディ一語

訳で最初の行になっている｢蝉の声｣は､詩の始まりとして読者に話題の導入を提示するも

のである｡更に､ヒンディ一語の訳で二行目になっている｢景色は見えず｣で詩の背景を作

り､訳で最後の行になっている｢やがて死ぬ｣で詩のクライマックスを措写している｡

つまりアッギェ-エが行を変える主な理由は､詩の本質をそのままインド人の読者に伝

えるためであり､原語の行通りにヒンディ一語で訳していたとしたら､読者に詩的な感覚を

伝えることは難しかっただろう｡
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第三節､芭蕉とアツギェー工の差異

元禄二年(1689)､江戸を発って東北の長い旅に出た松尾芭蕉は歌枕を辿りながら坤吟を

重ねて､蕉風を確立したといわれる｡ 『奥の細道』の旅は､単なる物見遊山の旅ではなく､

芭蕉にとって自分の文学の新たな展開を企図した旅であった｡その旅を記した『奥の細道』

を書くことで､芭蕉は自らの生きる姿勢と理想的な誹譜の世界を作品を通じて括出しよう

としたと思われる｡一方､アッギェ-エの『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』で措かれた

のは､インドの東北地方を仕事上で回る旅であり､文学に関わる名所旧跡や詩などを詠むこ

とを目的としたわけではなく､自らの見聞を単純に措き連ねるためのものであった｡

けれども､両者が執筆した紀行文は旅の記録でありながら､同時に､紀行文を通じて自分

の心を表現し､見つめ直そうとしたものであることに違いはなかった｡二人の詩人にとって､

旅とは芸術を完成させるための修業のようなものであり､またその作品は言葉の豊かな可

能性と多義性が表現されたものとなっていた｡

本節ではその共通点と相違点を､いくつかの観点を挙げて､論じていきたい｡

松尾芭蕉の『奥の細道』は俳語を中心とした作品であり､旅の途中での見聞が磨き抜かれ

た文章で綴られた優れた紀行文として知られている｡様々な面から取り上げられ論じられ

ているこの作品であるが､私は､この書の中で措かれる人間関係こそが､この作品を特徴付

ける最大の要因であると考える｡本書にある詞書や俳句を通して､松尾芭蕉は人と人の新し

いつながりを作り､古い縁故を回復するという､人間関係のありようをさまざまに措いてい

るのであるo

先に記したように､ 『奥の細道』は歌枕を巡ることを中心とした紀行文であるといわれて

いるD　それらの歌枕の地で､芭蕉はどのような俳句を詠んだのかを振り返ってみようo

『奥の細道』で歌枕としてよく知られている｢白河の関｣､ ｢武隈の松｣､ ｢平泉｣などの例

を挙げながら分析して行きたい｡

<白河の関>

『奥の細道』において｢白河の関｣は､平安期から多くの古人に歌われてきた代表的な歌

枕であって､他の章で扱われる歌枕よりも遥かに重要な位置を示しており､芭蕉は旅立ちの

発端から白河の関を越える夢を見たと記している｡けれども､芭蕉はこの白河の関に到着す

ると､その光景を｢いかで都-と便り求めしもことわりなり｡中にもこの関は三関の一にし

て､風騒の人､心をとどむ｡秋風を耳に残し､紅葉を傍にして､青葉の梢猶あはれなり｡

卯の花の白妙に､茨の花の咲添ひて､雪にも越ゆる心地ぞする｡古人冠を正し衣装を改し事

など､清輔の筆にもとどめ置れしとぞ｡｣と書く｡すなわち実際の光景を実写するのではな
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く､古人､つまり｢たよりあらば　いかで都-　告げやらむ　今日白河の　関は越えぬと｣

と詠んだ平兼盛､ ｢都をば　霞とともに　立ちしかど　秋風ぞ吹く　白川の関｣と詠んだ能

因法師､そして｢都には　まだ青葉にて　見しかども　紅葉散り敷く　白河の関｣と詠んだ

源頼政をまず､思い出していた｡実際に芭蕉が白河に着いたのは四月二十日(陰暦六月七日)

の青葉の季節であるにも関わらず､芭蕉の脳裏に浮かぶのは名歌を詠んだ慕わしい古人た

ちの措いた紅葉の季節なのである｡そしてその後でようやく｢卯の花の白妙に､茨の花の咲

添ひて､雪にも越ゆる心地ぞする｣と実景が入るものの､この章は｢古人冠を正し衣装を改

し事など､清輔の筆にもとどめ置れしとぞ｣と『袋草紙』に見える清輔朝臣を思い浮かべて

終わっている｡ ｢白河の関｣は歌枕で有名な土地でありながらも芭蕉は俳句を残さず､曽良

の句を載せて章を閉じている｡つまり､ ｢白河｣という歌枕にようやく着いたのに､その地

では名所としての光景ではなく､そこで歌を詠んだ古人の併を中心に措いているのである｡

<武隈の松>

この章では､芭蕉はまず｢武隈の松にこそ､目覚る心地はすれ｡｣と､松によって心を動

かされたことをまず表現している｡それは能因法師が詠んだ｢武隈の松はこのたび跡もなし

千年を経てや我は来つらむ｣という古歌を思い浮かべるからである｡能因法師が詠んだ歌を

再確認することで､芭蕉は｢代 ､々あるは伐､あるひは植継ぎなどせしと間に､今将､千歳

のかたちとゝのほひて､めでたき松のけしきになん侍し｡｣と心を強く揺さぶられたのであ

り､能因が称賛した松に対して芭蕉も敬意を示したのである｡芭蕉は単なる歌枕である名所

の美しさを愛でたのではなく､能因法師を称讃しているのである｡

<平泉>

｢平泉｣は､芭蕉は奥州藤原氏の栄華が滅びたことを悲嘆的に語る章である｡ ｢三代の栄

耀一睡の中にして､大門の跡は一里こなたに有｡秀衡が跡は田野に成て､金鶏山のみ形を残

す｡先高館にのぼれば､北上川南部より流るゝ大河也｡衣川は和泉が城をめぐりて､高館の

下にて大河に落人｡泰衡等が旧跡は､衣が関を隔て､南部口をさし堅め､夷をふせぐとみえ

たり0倍も義臣すぐって此城にこもり､功名一時の叢となるo ｢国被れて山河あり､城春に

して草青みたり｣と､笠打数て､時のうつるまで滑を落し侍りぬ｡｣と､芭蕉は藤原三代の

栄華の夢と義経の悲劇の歴史を回顧し､詠嘆をうたいあげている｡芭蕉は平泉の光景を鑑賞

するのではなく､そこに失われた英雄達の姿を思い措いているといえよう｡今はほとんど何

もなくなってしまっている土地の様子ではなく､古代の英雄達の哀しい最期を眼前に見る

ように思い浮かべ､本章では｢時が移るまで涙をおとしはりぬ｣と記述して激しい悲嘆で涙

を濡らし､古人に対する自分の心境を表現したのである｡芭蕉にとって､平泉に行くことは､
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単なる歌枕を訪れたというよりも､奥州藤原一族の悲劇の地を訪れることの方が重要な目

的で､過去の人物-の崇敬の念が際立っているのである｡

芭蕉はこのように､行く先々でその土地に因む人々を思い出し､新しい人間関係を結んで

いくoそして､実は旅をする者も､芭蕉一人ではなく､曽良という忠実な門人と一緒であっ

た｡芭蕉にとっての『奥の細道』の旅は､人と人の秤に溢れた旅であったと私は考える｡

一方､アッギェ-エの『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』では､人との交流が措かれる

ことは少ない｡アッギェ-エも旅に於いて､現地の人々と交流したり､古人に対する崇敬の

言葉などを示したりする局面はもちろんあった｡しかし旅で出会った人々はごく少ない人

数であり､彼らとの交流は有意義なものであっても､それ以上の深い親愛の情を示したりす

ることは書かれていない｡たとえば第六行程で､アッギェ-エはアッサム州の三つの村の村

長やゴサーイと交流し､ゴサーイが持っていた三百人程の生徒に世界の現状について講義

しており､アッギェ-エの文化人としての役割を強く印象づけるが､アッギェ-エの心情が

それ以上に動くことはなかった｡

しかし､作中では古人に対する崇敬の念はしばしば措かれているo例えばムガル帝国の第

6代皇帝であるアウラングゼ-ブ(1618年～1707年)がクルダバード(意味は天国の郷)

を移住したことや､アウラングゼ-ブが王族でありながら自身も労作して生活を営み､死後

は質素な墓で眠っていると語っている部分などからは､アッギェ-エのアウラングゼ-ブ

-の敬意が読み取れる｡

また､ラトナ･ド-ワジュ王(1146年～1244年)の王子の遺体が渡された美しい場所を､

サヴオディア(遺体が渡された)またはサディアと呼ぶようになったことを記した部分から

は､呼び名の由来を歴史的な経緯から述べて古人の家族愛を読み取っており､そこに古人に

対しての崇敬の態度を読み取ることはできるだろう｡

更に､アッギェ-エが古人の詩人のミ-ヤ･ナジー′レ(1735年～1830年)の時代の詩や

民衆が詩に対する親しみの感情を持っていたことに非常に感動したことや､女王詩人であ

るザェブン･ニシャ(1638年～1702年)の没落した城を見て心を痛めたこと､ 15世紀の盲

目詩人であるスルダースが住んでいたヤムナ-川のほとりの記念の庵を参拝したことなど

も､アッギェ-エが詩学の先達に対する親近感を抱いていたことが読み取れる表現である

と思う｡しかし､アッギェ-エは古人-の強い感情というよりは､歴史をいとおしむ気持ち

を強く持っていたのだと思われる｡古人とその時代､古人の周りに居た古代の大衆､それら

を平等にいとおしむ視線が感じられるのである｡

このようにアッギェ-エの当時の人々の交流､古人に対しての敬意の言葉､詩人に対して
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の記述は､彼が文学にしか興味の持てない芸術一辺倒の人物ではなかったことを示してい

る｡

これは､芭蕉の人間関係に対する視座と近いようにも思われる｡しかし､芭蕉は古歌を読

んだ古人-の強い尊崇の念を､古歌-の憧僚ゆえに持っているのに対し､アッギェ-エは過

ぎ去った歴史の中の出来事に関わる人物-の尊敬を表しているのみであり､芭蕉とアッギ

ェ-エの差異は大きい｡

そして両者の作品の性格には､それ以上に根本的な違いがある｡

芭蕉の『奥の細道』とアッギェ-エの『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』は､書かれた

目的がはっきりと異なっているのである｡芭蕉は『奥の細道』を理想的な旅､芸術の為の旅

とは何かを示すための｢作品｣として､長い年月を掛けて文章の推敵を重ねて作り上げたo

その為に全体的な構成を丁寧に考え､フィクション(虚構)的な描写も盛り込み､ ｢理想の

旅｣を作り上げたのである｡一方､アッギェ-エは旅の記録､すなわちノンフィクションの

無機質なものとして旅の記録を企図したのである｡

『奥の細道』の中で最もこのフィクションとしての性格が明確に現れているのは､ ｢市振｣

の遊女の話であろう｡芭蕉と曾良は越路の旅を続ける内に､そのような体験をしなかったと

いう完全な保証はない｡しかし曽良の｢随行日記｣にこの記録が-切ないことからは､ここ

での括写は芭蕉は西行が江口で遊女と会ったというエピソードを元に､フィクションとし

ての旅行く遊女との出会いという場面を作り､ ｢市振｣の構成を作り上げたと考えるのが妥

当だろうoたとえば｢連句文芸｣を考えるとき､恋の場面というモチーフは必要不可欠であ

り､この章の存在が『奥の細道』に与える影響は大きい｡また､遊女というモチーフを用い

ることで､走女としての人生の寂しさ悲しさを社会に伝えようともしている｡紀行文にこの

一章を導入することで､旅のあわれも描写することができたのであるo

続いて､那須野の章では｢かさねとは八重撫子の名成るべし｣という句が曾良の名で入っ

ている｡この俳句の前の記述では､芭蕉は少女の｢かさね｣という名前に注目し､その響き

が優しく聞こえると強調している｡けれども､その趣旨を継いだ句は､唐突に曾良の名で掲

載され､これが芭蕉と曽良の二人の旅であることを示しているのである｡芭蕉自身が作った

句であっても､理想的な旅として必要であると考えれば､俳句の作者はこのように変えられ

ていくのであった｡

旅で芭蕉を同行している曾良の立場を推し上げることによって､師弟の旅を綴った素朴

な記録というよりも､二人の優秀な歌人による句集という体裁を取ることが可能となる｡そ

うした換作はこの作品の文学的な格というべきものを明確に打ち立てることに繋がるので
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あるo

他方､アッギェ-エの紀行文を見ると､ 『奥の細道』のような現象はあまり見られない｡

旅の途中訪れた村や町などで見聞きした様子をそのまま伝えている｡歴史的な人物である

諸王や詩人などについても､彼らの生前の記録やェピソードを読者に歴史的事実として伝

えようとしたのである｡

更に､旅で出会った人々のことや目で見た伝統や文化なども事実をそのまま､紀行文に記

述したo心理的な描写も､書き手としてのアッギェ-エの内面を正確に叙述することを目指

したものである｡言い換えると､アッギェ-エは旅の中で目にした単純な物事から重要な伝

統や歴史のことをそのまま措き､虚構的な操作は『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』では

見られない｡

結論としては､両者の作品は､芭蕉の紀行文が虚構的な操作が行われ､芸術作品としての

格式を追求した､読者の視点を意識している作品であるのに対して､アッギェ-エの紀行文

ではフィクションの要素が見られず､アッギェ-エ自身の旅の正確な記録を目指している

ということが､両作品の大きな相違点として認められる｡

一方で､芭蕉とアッギェ-エの一番大きな共通点は芸術家としての特質にある｡そのこと

は両者の紀行文から読み取ることが出来る｡

アッギェ-エは『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』の冒頭で､ ｢旅心がそそられて漂泊

の思いが止まず､快適さよりも､旅の苦労を選ぶ｣という詩を詠んで日常生活の快適さは旅

の楽しみには代え難いという思いを吐露した｡それに対して､芭蕉は『奥の細道』導入部の

｢月日は百代の過客にして､行きかふ年も旅人なり｣という文を残した｡

更に､アッギェ-工は｢旅は身体の足だけでなく､想像の足で行い､動くのは人生で､ -

ヶ所に留まり動かないことは死に等しい｣という文章で紀行文の『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･

ヤード』の旅を締め括っている｡それと同様に､芭蕉も『奥の細道』の旅の終わりに｢蛤の

ふたみに別れ行く秋ぞ｣という文を記述し､東北の旅が終わっても芭蕉の旅はそのまま続い

ていくという意思を示した｡

前述の通り､ 『奥の細道』という作品は､芭蕉の人間に対する興味､人と人との繋がりが

もたらす感動を措くという特徴があった｡芭蕉の関心は人間そのものにあったということ

が読み取れるのだが､しかしその現実の人間関係は決して単純な豊かさを持つものではな

かったoむしろ芭蕉はそうした人間関係を忌避していた節もあるo

『奥の細道』で措かれる芭蕉の人間に対する関心は､交流のあった俳人や門人､歴史上の

古人､旅先で出会った奇特な人々などに向けたものであるが､そうした関心は新たな詩作-
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と繋がるものであった｡芭蕉の旅先での人間-の関心は､実は人間-の興味ではなく､その

先の芸術的な創作と直結したものなのである｡

実は､芭蕉が旅に出るということは､江戸で育まれた人間関係を放棄するということでも

あった｡江戸での人間関係とは､富裕層の町人を相手に､勝れた宗匠としての芭蕉の育んで

きた師弟関係であり､弟子からの礼金に支えられた豊かな物質的生活を意味していた｡芭蕉

が､そうした生活を続けることから､芸術の停滞と堕落に至ると判断したであろう可能性は

高い｡

すなわち芭蕉の旅情というものは､自らの芸術活動と密接に関わっていたのである｡旅に

出るということは､新たな人間関係から得られる詩のモチーフを獲得するということでも

あり､芸術の完成を阻む人間関係を棄却することでもあった｡人間を措くことを自身の芸術

の本質としていた芭蕉が､実際の人間関係をつとめて放棄しようとしていたという矛盾は､

彼が重視するものが芸術の洗練と完成であったという芸術至上主義によるものであるとい

えるだろう｡

そうした芭蕉の芸術に対するストイシズムがもたらした人間関係は､結果的にアッギェ

-エのそれと類似したものとなっている｡

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』を執筆した当時のアッギェ-エは､戦争の影響や家

庭内の事情により､荒廃した人間関係の中にあった｡それでもなお､アッギェ-エは旅に出

て､紀行文をしたためたのである｡これは旅と文学を通じて､自身の心を確認し､形に残そ

うという試みであったといえる｡

この二人の旅人は､あえて自らを過酷な環境に追いやることで､自らの芸術の完成を目指

したストイックな芸術至上主義者という､芸術に対する態度という点で共通しているoまた､

その結果として生み出された芸術そのものもまた､言語の多義性によって豊かな芸術空間

を表現しうるのだという､語の可能性を追求したものであるという点でも共通している｡

そうした芭蕉とアッギェ-エの共通性の到達点が､ 『ェク･ボンド･サフサ･ウチリ』で

措かれた雪山での静寂の中で生まれた心情が､芭蕉の｢やがて死ぬ､けしきは見えず､蝉の

声｣という句に重なっていくその情景なのである｡芸術の完成を目指した二人の作家は､心

の澄みきった､自然の生命の中-と融けこんでゆく感覚において通じていくのである｡
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終わりに

今回の博士論文を執筆する動機は､芭蕉とアッギェ-エ､両者にはどのような結び付きが

あるだろうか､という疑問であった｡結論としては､日本の俳人である松尾芭蕉や詩人であ

るアッギェ-エは別々の時代､別々の国の環境に生きていても類似点がある､ということで

ある｡

更に､俳句の影響でアッギェ-工の詩が新しい境地にまで引き上げられたことも注目す

べきである｡

振り返ってみれば､日本文学史の知識が浅い私にとって､日印文学の比較は､荒海にあえ

て船を出す､危険な航海のようなものであった｡けれどもインドの大学から始まったこの旅

を､修士論文の提出を通して博士論文に辿り着いても終わらせようとは思わない｡芭蕉とア

ツギェ-エは一生を旅にして､生きていることの秘訣は動くことであると伝えたように､私

も研究という航路を次なる段階に進めたい｡本格的な研究者になるべく研鐙を積んでいく

所存である｡

最後に､この論文を作成するにあたりご指導くださった板坂則子教授､ウニタ先生､他の

諸先生方､白鳥先輩､井黒先輩､板坂ゼミナールの皆様に深く感謝申し上げる｡両親､そし

て大阪大学の博士モハツマド･モインの助言と激励を一生忘れることはないだろう｡

2013 年9 月30 日 モハツマド･イムラン
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･ Vit Bubnik､ A Historical Syntax of Late Middle lndo-Aryan (Apabhra 町 会a)､ JB 出
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･示汀可有菰覇者町司同･ 面̀ 如 同｢繭'柵錦2010
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I Harold a. Henderson "An introduction to haiku- From Basho to shiki" Anchor book

Edition USA, 1958
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･ A. Miyamori ̀ Àn Anthology of HaikuAmcient and Modern" The chugai Printing
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･ Kenneth Yasuda ``A pepper Pod" Alfred A. KnopfJnc, Ne 町Ork 1947

･ Kenneth Yasuda ̀ T̀he Japanese IIaiku'' charles. E. tuttle CoJnc Rutland, Vermont

1957

･復本一郎､ 『芭蕉の弟子たち』､雄山閣出版､ 1982年

･麻生磯次､ 『奥の細道講読』､明治書院社､ 1970年
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･市川通雄､ 『松尾芭蕉研究』､笠間書院社､ 1989年

･三木健司/三木慰子､ 『野ざらし紀行』 -英訳とその研究､教育出版センター､ 1996年

･久富哲雄､ 『芭蕉･曾良･等窮-資料と考察』､笠間書院､ 2004年

･小津克己､ 『奥の細道』く旅の事実〉と旅の真理>､東洋出版､ 2007年

･井本農-､ 『日本文学の研究』､角川書店､ 1978年

･山崎誠､ 『日本文学研究資料叢書』､有精堂出版､ 1972年

･阿部喜三男･久富哲雄､詳考『奥の細道』増訂版､ (秩)日英社1979年

･雲英末雄･金子俊之､ 『日本文学研究大成』 -芭蕉､国書刊行会､ 2005年

､) 令　雑誌論文

･プラット･アブラハム･ジョージ(p.A.George)､ 『インドに於ける日本研究の現状､問題

と将来性』､ (『立命館言語文化研究』 21巻3号2009年)

･日田雅之､ 『叙述における歴史と文学の関係』 <インド文学史>､ (『南アジア言語文化』

東京外国語大学､第4号､ 2006年3月)

･ 田 中 敏 雄､ 『Agyeya の 詩､ As adhyav ina を め ぐ っ て 』 『 イ ン ド 学 仏 教 学 研

究』､日本インド学仏教学舎､第十九巻第二印､昭和4 6年3月

･森本達雄､ 『ギタンジャリ』 『タゴール著作集第-巻詩集Ⅰ』第三文明者､ 1 9 8 1年5月

30 日

･藤原定訳､ 『迷える小鳥』 『タゴール著作集第-巻詩集Ⅰ』第三文明者､ 1 9 8 1年5月3

0日

･森本達雄､ 『日本紀行』 『タゴール著作集第十巻自伝･回想･旅行記』第三文明者､ 1 9 8

7 年3 月30 日

･大岡信訳､ 『蛍』 『タゴール著作集第二巻詩集Ⅰ Ⅰ』第三文明者､ 1 984年3月3 0日

･大畑健治､ ｢『奥の細道』の全体構成｣､ 『国文学』第22号B､ 1993年3月

･西村真砂子､ ｢嵯峨日記考(二)｣ 『国文学』､ 1982年1月

･野谷良子､ 『笈の小文』についての考察(『国文学』第26集､ 1989年2月)

･宮川康雄､ 『更科紀行』の旅程(『国文学』第22号B､ 1993年3月)

･岡村健三､ <人間観>肉親･友人､ 『国文学』､ 1964年7月券8号

･阿倍喜三男､ <人間観>庇護者･師･弟子､ 『国文学』､ 1964年7月券8号

･成井恵子､ ｢『奥の細道』に現れた女性｣､ (『国文学』第22号B､ 1993年3月)

･飯野哲二､ ｢『奥の細道』に於ける自然と人間､ (『国文学』､ 1982年1月)

･白石悌三､女性｢文芸の恋と生活の恋､ (『国文学』第22号B､ 1993年3月

･富山奏､那須野に於ける｢小姫かさね｣の構成､ (『四天王寺女子大学紀要』 1980年3月)

･瀬川虎年子､ 『奥の細道』小考一芭蕉と加右衛門(1)､清泉､ 1963年4月
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･瀬川虎年子､ 『奥の細道』小考一芭蕉と加右衛門(2)､清泉､ 1963年5月

･瀬川虎年子､ 『奥の紳道』小考一芭蕉と加右衛門(3)､清泉､ 1963年6月

･瀬川虎年子､ 『奥の細道』道地蹟私考一実方と道祖神(1)､清泉､ 1962年11月

･瀬川虎年子､ 『奥の細道』道地蹟私考一案方と道祖神(2)､清泉､ 1962年12月

･瀬川虎年子､ 『奥の細道』道地蹟私考一実方と道祖神(3)､清泉､ 1963年1月

･平井照敏､ 『おくのほそ道』を読む(1)俳語師芭蕉､書斎の窓､ 1983年2月

･平井照敏､おくのほそ道』を読む(2)道の記と俳文､書斎の窓､ 1983年3月

･平井照敏､ 『おくのほそ道』を読む(3)

･平井照敏､ 『おくのほそ道』を読む(4)

･平井照敏､ 『おくのほそ道』を読む(5)

･平井照敏､ 『おくのほそ道』を読む(6)

･平井照敏､ 『おくのほそ道』を読む(7)

･平井照敏､ 『おくのほそ道』を読む(8)

･平井照敏､ 『おくのほそ道』を読む(9)

素材配合の工夫､書斎の窓､ 1983年4月

那須野のかさね､書斎の窓､ 1983年5月

｢植て立去る柳｣､書斎の窓､ 1983年7月

｢笠島はいづこ｣､書斎の窓､ 1983年8月
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令　書セミナー

･ Two days conference on 'Rabindranath Tagore, Noguchi Yonejiro, Sacchidanand

Agyey 良 Ishikawa Takoboku' organized by lndo-Japan Association for Literature &

Culture, New Delhi, March 3-4, 2012

･)
令　講演書

･ 『The Spirit of Japan』､タゴール､慶鷹義塾大学で､日印協会東京出版､ 1916年7月2

日
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